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令和７年（2025年）10月23日

大
阪
関
西
万
博

　
　
　
　見
学
会

　
９
月
13
日
㈯
の
早
朝
、
天
龍

小
学
校
児
童
17
名
と
天
龍
中
学

校
生
徒
２
名
を
含
む
27
名
が
、

大
阪
関
西
万
博
見
学
会
に
出
発

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
バ
ス
に
乗
っ
て
の

長
距
離
の
旅
と
な
り
ま
し
た

が
、
引
率
の
大
人
の
指
示
を
よ

く
聞
き
、
節
度
の
あ
る
行
動
を

心
が
け
て
い
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
心
配
さ
れ
た
雨

が
あ
が
り
蒸
し
暑
い
中
、
人
混

み
を
縫
っ
て
の
見
学
と
な
り
ま

し
た
が
、
他
国
の
文
化
や
最
先

端
の
技
術
な
ど
に
触
れ
、
大
き

な
学
び
を
得
ま
し
た
。

　９月17日㈬に「敬老大会」が開催されました。
　米寿を迎えた方が21名、白寿を迎えた方が４名、100歳以上を迎えた方が８名で、式典には
10名の方にご出席いただき、村長から一人ひとりに敬老祝品が手渡されました。
　また、今年度は75歳以上で参加希望者の方も数多くご出席いただき、盛大に開催することが
できました。
敬老の日を迎えられたみなさんおめでとうございます。
　これからも、お元気で生き生きと過ごされることをご祈念いたします。

　
９
月
10
日
㈬
天
龍
村
総
合
体

育
館
施
設
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ー

ン
室
内
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
お
で

か
け
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
・
中
学
生
を
は
じ

め
、
村
民
の
多
く
の
方
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
約
１
時
間

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
の
あ

る
ジ
ブ
リ
作
品
を
演
奏
し
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

みんなで記念撮影

万博楽しかったです

ウ
ィ
ー
ン
室
内
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　お
で
か
け

　
　コ
ン
サ
ー
ト

活脳体操指導師 宮下 泰広氏 講演「一生涯 笑害無し」シニアクラブ金田会長より村長へのお礼の言葉

永嶺村長から記念品を受け取る出席者記念撮影

敬老大会開催
～みなさん、これからもお元気で～

８月15日㈮に天候に恵まれ盛大に第40回ふるさと夏祭りが開催されました。キャンディー
シャワーから始まり、小学生による太鼓演奏、ジャズバンド演奏が行われ、会場は盛り上がり
ました。第40回記念お楽しみ抽選会は豪華景品が勢揃いし、多くの方々のご協力のおかげで無
事に夏祭りを開催することができました。本当にありがとうございました。



②③

広 報　天　龍　第225号 令和７年（2025年）10月23日

会計名 補正前の額 補正額 計

一 般
　　（第３号）専決 24億2,755万円 112万円 24億2,867万円

一 般
（第４号） 24億2,867万円 5,055万円 24億7,922万円

国 民 健 康 保 険
（第１号） １億8,251万円 84万円 1億8,335万円

介 護 保 険
（第１号） 3億1,864万円 2,032万円 3億3,896万円

国民健康保険診療所
（第１号） 5,938万円 78万円 6,016万円

公営企業会計 補正前の額 補正額 計

村　営　水　道　事　業
（第２号）

収益的
収入 5,332万円 391万円 5,723万円

支出 7,069万円 391万円 7,460万円

資本的
収入 2,959万円 -万円 2,959万円

支出 2,959万円 -万円 2,959万円

村営下水道事業
（第２号）

収益的
収入 9,457万円 20万円 9,477万円

支出 9,975万円 20万円 9,995万円

資本的
収入 2,725万円 -万円 2,725万円

支出 2,725万円 -万円 2,725万円

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
に

つ
い
て

内
容
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
監
査
委
員
に
よ
る

決
算
審
査
を
行
い
、
意
見
を
付

け
て
、
報
告
し
た
も
の
で
す
。

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
営
水
道

事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
○
令
和
６
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定 　

敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、本
年
度
百
歳
、白
寿（
99
歳
）

米
寿
（
88
歳
）
を
迎
え
る
み
な

さ
ん
へ
村
よ
り
祝
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

《
百
歳
以
上
》

後
藤
　
ミ
ノ
リ
　（
東
原
Ｂ
）

柳
澤
　
ケ
サ
子
　（
岡
本
）

寺
平
　
安
一
　（
長
島
宇
連
）

宮
島
　
ミ
ツ
ヨ
　（
特
養
）

武
田
　
と
み
江
　（
特
養
）

原
　
　
貴
美
　
　（
特
養
）

熊
谷
　
ト
ク
ヱ
　（
養
護
）

松
村
　
ケ
サ
子
　（
養
護
）

《
白
寿
》

熊
谷
　
た
ず
　
　（
西
原
）

服
部
　
長
子
　
　（
東
原
Ｂ
）

後
藤
　
ミ
ツ
子
　（
特
養
）

大
杉
　
延
　
　
　（
養
護
）

《
米
寿
》

鎌
倉
　
喜
代
枝
　（
東
原
Ａ
）

守
屋
　
愛
子
　
　（
東
原
Ｂ
）

森
田
　
和
造
　
　（
本
町
）

熊
谷
　
ク
ニ
コ
　（
本
町
）

野
竹
　
範
一
　
　（
岡
本
）

村
松
　
爲
子
　
　（
南
上
）

久
保
田
　
靖
　
　（
南
上
）

遠
山
　
八
三
　
　（
栄
町
）

伊
東
　
正
子
　
　（
栄
町
）

福
士
　
テ
ツ
　
　（
南
下
）

橘
　
　
悦
子
　
　（
鶯
巣
）

大
平
　
清
十
　
　（
松
島
）

宮
澤
　
よ
し
子
　（
松
島
）

白
上
　
今
朝
男
　（
戸
口
）

長
澤
　
純
子
　
　（
向
方
）

江
﨑
　
茂
美
　
　（
森
之
郷
）

瀧
澤
　
基
江
　
　（
森
之
郷
）

村
松
　
チ
ハ
ル
　（
森
之
郷
）

森
脇
　
要
　
　
　（
養
護
）

宮
澤
　
國
　
　
　（
養
護
）

上
原
　
保
　
　
　（
養
護
）

　
な
お
、
今
年
度
も
75
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金
（
５
，
０
０

０
円
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
過
ご
さ

れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４

日
㈭
に
開
会
し
、
11
日
㈭
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

〇
天
龍
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

の
再
任
に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　
宮
澤
く
る
み
氏
（
中
央
区
）

　
詳
し
く
は
、
21
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時

間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、
法
律
の
改
正

を
受
け
、
育
児
部
分
休
業
の
取

得
形
態
に
、「
１
年
に
つ
き
10

日
間
相
当
の
範
囲
内
」
の
形
態

を
加
え
る
な
ど
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

〇「
令
和
７
年
度
　
過
疎
対
策

事
業
　
な
ん
で
も
館
空
調
設

備
更
新
工
事
」
の
請
負
契
約

に
つ
い
て

•

契
約
額
…

　
　
６
，
２
７
０
万
円

•

契
約
の
相
手
方
…

　
　
㈱
シ
ノ
ダ
設
備

　
内
容
は
、
契
約
額
が
５
千
万

円
以
上
の
工
事
の
た
め
、
村
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
得
た
も
の
で
す
。

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
財
政
健

議
会
報
告定例

議
会

定
例
議
会

第
❸
回

報
　
　
　告

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

決
　
　
　算

一
　般
　質
　問

○
後
藤
知
久
議
員

１
．
村
道
の
新
設
・
維
持
工
事

に
つ
い
て

２
．
村
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

村長あいさつ

今
年
度
の
長
寿
祝
品

　
　受
領
者
（
敬
称
略
）

祝 

敬
老

　敬
老
祝
品
を
贈
呈

３
．
蛍
光
灯
ラ
ン
プ
の
製
造
中

止
に
係
る
村
民
周
知
に
つ
い

て
〇
熊
谷
美
沙
子
議
員

１
．
集
落
支
援
員
制
度
の
活
動

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

〇
今
村
久
雄
議
員

１
．
福
祉
の
理
念
に
立
ち
返
っ

た
高
齢
者
・
子
ど
も
施
策
と

制
度
の
一
元
化
に
つ
い
て

令和７年度　補正予算

※村営水道事業会計、村営下水道事業会計は令和６年度より公営企業会計へ移行しました。
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会計名 補正前の額 補正額 計
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迎
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迎
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。
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澤
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な
お
、
今
年
度
も
75
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
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（
５
，
０
０

０
円
）
が
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ま
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た
。
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ま
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。

こ
れ
か
ら
も
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元
気
で
過
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れ
ま
す
こ
と
を
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祈
り
し
ま
す
。

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４

日
㈭
に
開
会
し
、
11
日
㈭
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
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て
、
原
案

ど
お
り
同
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・
可
決
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ま
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。

〇
天
龍
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

の
再
任
に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　
宮
澤
く
る
み
氏
（
中
央
区
）

　
詳
し
く
は
、
21
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時

間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、
法
律
の
改
正

を
受
け
、
育
児
部
分
休
業
の
取

得
形
態
に
、「
１
年
に
つ
き
10

日
間
相
当
の
範
囲
内
」
の
形
態

を
加
え
る
な
ど
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

〇「
令
和
７
年
度
　
過
疎
対
策

事
業
　
な
ん
で
も
館
空
調
設

備
更
新
工
事
」
の
請
負
契
約

に
つ
い
て

•

契
約
額
…

　
　
６
，
２
７
０
万
円

•

契
約
の
相
手
方
…

　
　
㈱
シ
ノ
ダ
設
備

　
内
容
は
、
契
約
額
が
５
千
万

円
以
上
の
工
事
の
た
め
、
村
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
得
た
も
の
で
す
。

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
財
政
健

議
会
報
告定例

議
会

定
例
議
会

第
❸
回

報
　
　
　告

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

決
　
　
　算

一
　般
　質
　問

○
後
藤
知
久
議
員

１
．
村
道
の
新
設
・
維
持
工
事

に
つ
い
て

２
．
村
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

村長あいさつ

今
年
度
の
長
寿
祝
品

　
　受
領
者
（
敬
称
略
）

祝 

敬
老

　敬
老
祝
品
を
贈
呈

３
．
蛍
光
灯
ラ
ン
プ
の
製
造
中

止
に
係
る
村
民
周
知
に
つ
い

て
〇
熊
谷
美
沙
子
議
員

１
．
集
落
支
援
員
制
度
の
活
動

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

〇
今
村
久
雄
議
員

１
．
福
祉
の
理
念
に
立
ち
返
っ

た
高
齢
者
・
子
ど
も
施
策
と

制
度
の
一
元
化
に
つ
い
て

令和７年度　補正予算

※村営水道事業会計、村営下水道事業会計は令和６年度より公営企業会計へ移行しました。
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令
和
８
年
度
か
ら
天
龍
村
の

小
中
学
校
に
留
学
を
希
望
さ
れ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
都
市
部
な
ど

に
在
住
の
方
で
、
天
龍
村
の
自

然
環
境
や
交
流
・
体
験
を
希
望

す
る
親
子
や
、
天
龍
村
に
お
住

ま
い
の
方
の
お
孫
さ
ん
で
村
の

小
中
学
校
に
留
学
を
希
望
さ
れ

る
方
を
対
象
と
し
た
親
子（
孫
）

留
学
制
度
で
す
。

現
在
３
家
族
が
天
龍
村
に
留

学
し
て
い
ま
す
。

留
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
の
学
校
見
学
や
面
談
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
地
域
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
留
学
を
開
始
す
る
時

期
は
調
整
可
能
で
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
も
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募
　

集
　

対
　

象

令
和
８
年
４
月
、
及
び
８
月

入
学

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

☎
32‒

１
０
２
３

　
秋
の
ク
マ
は
、
冬
眠
に
備
え

て
エ
サ
を
探
し
回
り
ま
す
。
　

　
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
山
林
内
に

立
ち
入
る
際
は
、
ク
マ
と
の
偶

発
的
な
遭
遇
を
避
け
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　
ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
よ
う
に

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

▼
早
朝
と
夕
方
に
山
林
に
入
る

こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

▼
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
物
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

▼
周
囲
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
渓
流
な
ど
で
は
、
水
の

音
で
お
互
い
の
存
在
の
気
配

を
感
じ
ず
接
近
し
て
し
ま
い

ま
す
。

◉
も
し
、
ク
マ
と
遭
遇
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
後

ず
さ
り
し
、
そ
の
場
か
ら
離

れ
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
が
襲
っ

て
く
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
う

つ
伏
せ
で
首
の
後
ろ
を
守

り
、
動
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

令
和
８
年
度

天
龍
村
龍
の
子
留
学（
親
子
留
学

孫
留
学
　
）生
を
募
集
し
ま
す

山
林
に
入
る
と
き
は
、ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
10
月
２
日
㈭
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
外
し
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
高
所
作
業
車
で
、

橋
の
巣
箱
の
回
収
や
、
橋
の
欄

干
の
巣
箱
を
回
収
し
ま
し
た
、

そ
の
後
、
学
校
で
巣
箱
の
中
に

何
が
あ
る
の
か
を
確
認
す
る

と
、
中
に
は
、
昆
虫
の
死
が
い

な
ど
興
味
深
い
も
の
が
た
く
さ

ん
み
つ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ

い
た
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
守
る
会

の
み
な
さ
ん
、
板
倉
電
設
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
外
し

○
秘
境
大
学
と
は
…
関
係
人
口

を
創
出
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
天
龍
村
の
フ
ァ
ン
を
増

や
す
取
組
み
で
す
。

【
８
月
30
日
㈯
】「
て
い
ざ
な
す
」

か
ら
農
あ
る
暮
ら
し
を
考
え
る

収
穫
体
験
と
料
理

教
室
を
行
い
ま
し
た
。

農
法
の
違
う
圃
場
の

見
学
や
伝
統
野
菜
を

実
際
に
収
穫
す
る
体

験
が
出
来
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

料
理
教
室
で
は
、
村
民
の
方

が
教
授
と
な
り
、
中
京
や
関
東

か
ら
５
名
が
、参
加
い
た
だ
き
、

交
流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

野
菜
の
甘
み
や
柔
ら
か
さ
な
ど

た
く
さ
ん
の
魅
力
も
伝
わ
る
楽

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

秘
境
大
学
２
０
２
５
開
校

ていざなす収穫体験

ていざなすのキャンプ飯

　令和６年度の一般会計及び特別会計の決算が第３回定例議会において審議され、次のとおり認定され
ました。一般会計では、歳入総額25億3,394万円、歳出総額24億４,296万円、差引収支9,098万円
となり、歳出は前年度より23.0％、7億3,080万円の減となりました。
（四捨五入により、グラフや表内の数値の合計が一致しない場合があります）

　村税（2億142万円）
　みなさんから村へ納められた税金の総額です。前年度
に比べ5.3％、1,123万円の減となりました｡

　地方交付税（14億5,115万円）
　すべての市町村で一定水準の行政サービスを受けられ
るように、国に納められた税金を再配分して交付されま
す。前年度に比べ1.6％、2,236万円の増となりました。
天龍村の収入でもっとも大きな比重を占めています。

　国･県支出金（3億4,196万円）
　国や県が交付する補助金や負担金などです｡前年度に
比べ4.3%､1,540万円の減となりました。

　繰入金（2,745万円）
①減債基金から1,250万円（村債の繰上償還）
②ふるさと寄附金基金から695万円（貸与型奨学金「龍蛇
山澤基金」の資金及び龍泉閣設備改修工事の資金等））
③公共施設等総合管理基金から800万円（教員住宅の除
却に係る資金）を一般会計へ繰り入れました。

　村債（1億5,366万円）
　国などから借り入れる村の借金です。前年度に比べ
80.5％、6億3,372万円の減となりました。

・林道虫川新野峠線災害復旧工事……… 9,253万円

・ケーブルテレビ光化による耐災害性強化工事

　　　……………………………………… 3,938万円

・村道向方下線改良工事………………… 2,941万円

・林道向方中河内線改良工事…………… 2,745万円

・景観森林整備委託料…………………… 2,327万円

・児童公園整備事業……………………… 1,952万円

令和６年度 主 要 事 業 特　別　会　計

歳　出

1億6,753万円

3億3,635万円

3,004万円

6,166万円

歳　入

1億7,214万円

3億3,668万円

3,183万円

6,308万円

会　計　名

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

国民健康保険診療所

24億4,296万円
一般会計歳出総額は前年度より23.0％減

令和
６年度
決算

（単位：万円）

歳　　入 25億3,394万円

村　債
15,366　6.1%

地方交付税
145,115　57.3%

村　税
20,142　7.9%

繰入金
2,745　1.1%

使用料及び手数料
5,089　2.0%

その他
9,948　3.9%

諸収入
4,712　1.9%
その他
16,082　6.3%

国・県支出金
34,196　13.5%

■自主財源　19.2％　　4億8,770万円
■依存財源　80.8％　　20億4,624万円
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村
で
は
、
保
健
師
の
充
実

強
化
を
図
る
た
め
、
保
健
師

を
養
成
す
る
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
方
に
対
し
、
修
学
資

金
の
貸
与
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▼
貸
与
資
格
　

•

保
健
師
を
養
成
す
る
学

校
な
ど
に
在
学
中
で
、
保

健
師
免
許
を
受
け
た
後

す
ぐ
に
、
村
で
業
務
に
従

事
す
る
意
志
が
あ
る
こ

と
。

•

身
体
が
健
康
で
、
将
来
成

業
の
見
込
み
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

▼
貸
与
額
　
50
万
円
（
利
息

な
し
）

▼
貸
与
期
間
　
１
年
間
（
学

校
な
ど
で
の
正
規
の
修
業

期
間
内
）

▼
学
校
な
ど
を
卒
業
し
保
健

師
免
許
を
受
け
た
後
す

ぐ
、
村
で
継
続
し
て
２
年

間
保
健
師
の
業
務
に
従
事

し
た
場
合
な
ど
は
、
返
還

免
除
。

　
こ
の
修
学
資
金
の
貸
与
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
手

続
き
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
役
場
健
康
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
県
や
南
信
州
広
域

連
合
に
お
い
て
も
、
看
護
職

員
を
目
指
す
方
を
対
象
と
し

た
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

県
や
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
貸

与
額
な
ど
は
村
の
制
度
と
異

な
り
ま
す
）

健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係

☎
32-

１
０
２
１

○
天
竜
高
校
（
静
岡
県
）

　

７
月
下
旬

天
龍
小
学
校
と
の
交
流
や
十
久

保
南
蛮
の
収
穫
体
験
を
通
し
て
、

地
域
の
暮
ら
し
を
体
験
し
つ
つ
、

平
岡
地
区
で
ス
ポ
ッ
ト
巡

り
を
し
ま
し
た
。 

○
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高

校
（
東
京
都
）

　

８
月
上
旬

向
方
地
区
の
お
潔
め
祭

り
に
携
わ
る
村
民
の
話
を

聞
き
、
地
域
の
歴
史
や
人
と
の
繋

が
り
の
重
要
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
村
長
と
懇
談
す
る
中
で
、

地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、

提
案
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

十久保南蛮の収穫体験

天照皇大神社で歴史学習

学
生
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
入
対
応

学
生
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
入
対
応

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
都
市

農
村
交
流
へ
の
取
り
組
み
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
㈱
ボ

ノ
が
運
営
す
る
我
楽
田
工
房
（
東

京
都
文
京

区
）
が
、
天

龍
村
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　「
天
龍
村

×
東
京
　
食

で
つ
な
が
る

交
流
会
！
」

と
題
し
、
て
い
ざ
な
す
を
中
心
に

村
の
特
産
品
を
通
じ
て
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
諏
訪
市
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
「
あ
ゆ
み
食
堂
」
さ

ん
に
、
て
い
ざ
な
す
を
使
っ
た
ア

レ
ン
ジ
料
理
を
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。
天
龍
村
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、
ま
さ

に
食
を
通
じ
て
都
市
部
と
天
龍
村

が
つ
な
が
り
あ
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

引
き
続
き
交
流
を
通
じ
、
関
係
人

口
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

関
係
人
口
創
出
事
業
実
施

関
係
人
口
創
出
事
業
実
施

天
龍
村
保
健
師
修
学
資
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　貸
与
に
つ
い
て

天
龍
村
保
健
師
修
学
資
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　貸
与
に
つ
い
て

前年差

1,232万円

3,415万円

7,343万円

△5億7,619万円

△7,749万円

前年差

△4,972万円

119万円

△1,477万円

3,830万円

△892万円

5,335万円

△837万円

△7億1,239万円

△486万円

△2,452万円

決算額

4億3,093万円

4億788万円

3億7,487万円

3億9,383万円

8,755万円

決算額

5億3,056万円

4億740万円

1億1,039万円

2億5,172万円

1億5,253万円

2億7,672万円

4,875万円

１億6,602万円

1億3,568万円

3億2,767万円

歳出項目

人件費

物件費

補助費など

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧事業費

公債費

前年比

△2.8

9.1

24.4

△59.4

△47.0

前年比

△8.6

0.3

△11.8

17.9

△5.5

23.9

△14.7

△81.1

△3.5

△7.0

維持補修費
5,713　2.3%

歳　　出

【性質別経費】※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

24億4,296万円

人件費
43,093　17.6%

公債費
32,767
13.4%

積立金
12,193
5.0%

扶助費
10,549　4.3%

繰出金
8,755　3.6%

貸付金
0　0.0%

補助費等
37,487
15.3%

物件費
40,788
16.7%

災害復旧事業費
13,568　5.6%

普通建設事業費
39,383　16.1%

おもな歳出の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給料・手当です。

消耗品や燃料代などの需用費、電話や郵便代などの役務費、備
品購入費、各種委託料です。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体や個人に対する負
担金・補助金・交付金、水道、下水道事業会計への繰出金です。
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担金
です。
一般会計から国保、介護保険及び国保診療所などの特別会計へ
支出されるものです。

おもな歳出の説明

主に村の基本的な行財税政の運営のための経費です。

福祉など住民生活のための経費です。

健康増進や疾病予防、環境保全に関する経費です。

農林業に関する経費です。（景観森林整備委託料の増などに
よる増）

商工業や観光・温泉に関する経費です。

村道整備や住宅などに関する経費です。（村道向方下線改良工事
などによる増）
村の防災・減災対策に関する経費です。（Jアラート自動起動
装置更新工事の減などによる減）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（小中併設校建設工
事の完了などによる減）

道路や林業施設などの災害復旧に関する経費です。

国などから借り入れた村債の返済金です。

村民１人当たりに使われたお金（一般会計）…237万6,420円
※算出に用いた人口：1,028人（令和７年１月１日現在の住民基本台帳登載人口）

（単位：万円）

性　質　別

総務費
53,056
21.7%

民生費
40,740
16.7%

土木費
27,672
11.3%

農林水産業費
25,172　10.3%

災害復旧費
13,568　5.6%

教育費
16,602　6.8%

消防費
4,875　2.0%

商工費
15,253　6.2% 衛生費

11,039　4.5%

議会費
3,546　1.5%

その他
8　0.0%

公債費
32,767
13.4%

（単位：万円）

目　的　別

義務的
経　費
86,409
35.4％

投資的
経　費
52,951
21.7％

その他
経　費
104,936
42.9％

     

遠
山
直
代
さ
ん
に
よ

る
「
て
い
ざ
な
す
の
」

魅
力
の
説
明
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　市町村財政の早期健全化や公営企業の経営の健全化などを目的に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
が公布されたことで、すべての都道府県や市町村は「財政健全化判断比率」や「資金不足比率」を算定し、監査
委員の審査に付したうえで、議会に報告し、公表しなければならないこととされています。

　地方公共団体の全ての会計の収支の状況、借入金の償還負担の大きさ、将来負担しなければならない経費の
大きさなどを５つの指標（健全化判断比率等）で算定し、その団体の財政状況に関する情報を広く開示するこ
とを目的としています。

（※１）　　市町村ごとに算定する４つの指標と市町村や一部事務組合が経営する上下水道、病院、観光施設などといった公営
企業会計ごとに算定する１つの指標に大別されます。

　　　　　また、５つの指標のうちいずれか１つでも一定の基準以上（※２）となった場合は、財政健全化計画などを定めて早期
の健全化に取り組まなければなりません。

（※２）　　一定の基準以上とは：実質赤字比率15％以上、連結実質赤字比率20％以上、実質公債費比率25％以上、将来負担比
率350％以上

村の一般会計における赤字の程度を示す指
標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する赤字の割合を示す指標です。
村の全ての会計の黒字と赤字を合算し、赤
字額が黒字額を上回る場合にその程度を示
す指標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する、家族全員の赤字の割合を示す
指標です。
村の一般会計などが負担する公債費及びこ
れに準ずる経費の大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、１年間に支払った借入
金返済額の世帯主の年間の総収入に対す
る割合を示す指標です。
村が翌年度以降において負担することが確
定している債務及び負担が見込まれる債務
などの大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、借入金など将来支払い
が必要なものの総額の、世帯主の年間の
総収入に対する割合を示す指標です。

公営企業（上下水道）ごとの資金の不足額
の大きさを示す指標
◆家計に例えると、世帯主以外の家族一人
ひとりの年収に対する赤字額の割合を示
す指標です。

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

財政再生基準
（レッドカード）

20%

30%

35%

－

財政再生基準
（レッドカード）

－

早期健全化基準
（イエローカード）

15%

20%

25%

350%

早期健全化基準
（イエローカード）

20%

当村の６年度
決  算  値

赤 字 は
ありません

赤 字 は
ありません

3.1%

将来負担す
べき債務な
どはありま
せん

当村の６年度
決  算  値

資金不足は
ありません

市町村ごとに算定する四つの指標（※１）

公営企業会計ごとに算定する指標（※１）

財政の健全化に関する法律とは

～ 当村の財政健全化判断指標公表 ～
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広
報
天
龍
第
２
２
４
号

（
７
月
号
）
で
公
表
後
、
７

月
31
日
現
在
で
次
の
み
な
さ

ん
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
ご
希
望
の
方
の
み
、

氏
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。）

●
森
正
広
和
様
●
石
原
一
夫
様

●
黒
田
直
人
様
●
野
津
太
一
様

●
五
月
女
千
恵
子
様

●
関
浦
健
二
様
●
二
見
晋
一
様

●
清
水
優
美
様
●
平
田
好
実
様

●
近
藤
宏
壮
様
●
酒
井
　
正
様

　
今
回
は
69
名
の
方
か
ら
寄

　令和６年度に譲与された森林環境譲与税は、森林経営管理制度の意向調査事前準備（森林調査）や村有林
整備事業などに全額を活用しました。
（歳入）森林環境譲与税 30,256千円
（歳出）森林環境譲与税を充てている経費の合計 31,873千円

　平成26年４月１日より消費税率が8％、令和元年10月１日から10％へ引き上げによる、地方消費税交付金（社
会保障財源分）が交付されており、社会保障施策に要する経費に充てることとされています。
（歳入）地方消費税交付金（社会保障財源化分）の総額 17,158千円 
（歳出）地方消費税交付金を充てている社会保障施策に要する経費の合計 63,185千円

　入湯税は、鉱泉浴場における入湯に対し入湯客に課税される地方税で、観光振興の事業に充てられています。
（歳入）入湯税の総額 4,097千円　（歳出）観光費 12,869千円

区　分 事業名 令和６年度 決算額 決算額のうち、入湯税

観光施設の整備 観　　　　　　光　　　　　　施　　　　　　設　　　　　　修　　　　　　繕 5,817 1,901
観　　　　光　　　　施　　　　設　　　　改　　　　修　　　　工　　　　事 5,302 1,596

観　光　振　興 天　　龍　　村　　観　　光　　協　　会　　補　　助　　金 1,250 450
おきよめ観光協議会補助金 500 150

合　計 12,869 4,097

事業名 令和６年度 決算額 決算額のうち、地方消費税交付金（社会保障財源化分）

社会福祉
社会福祉事業 3,259 2,000
老人福祉事業 57,910 13,658
児童福祉事業 1,199 800

保健衛生 疾病予防事業 817 700
合　計 63,185 17,158

項　目 令和６年度 決算額 決算額のうち、森林環境譲与税
森 林 経 営 管 理 制 度 推 進 事 業 5,082 5,082
村 有 林 整 備 事 業 3,526 3,526
景観整備事業（羽衣崎橋から平岡ダム景観伐採事業） 23,265 21,648

合　計 31,873 30,256

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
な
ど
か
ら
も
お

申
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か

ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役

場
窓
口
で
も
承
り
ま
す
。

令和６年度 一般会計の地方消費税交付金（社会保障財源化分）充当状況令和６年度 一般会計の地方消費税交付金（社会保障財源化分）充当状況

令和６年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況令和６年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

令和６年度 一般会計の入湯税の充当状況令和６年度 一般会計の入湯税の充当状況
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https://jsite.mhlw.go.jp/nagano-roudoukyoku/

026-223-0555

026-223-0560
026-226-0866

◎人件費の状況（令和6年度一般会計の決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

◎職員の平均年齢・給料月額の状況

（注）長野県、国と比較するため令和6年4月1日の内容です。
（令和6年度地方公務員給与実態調査より）

◎一般行政職の級別職員数等の状況（令和7年4月1日現在）（令和7年度地方公務員給与実態調査より）

◎職員手当の状況（令和6年度支給割合）
天龍村（県・国と同じ）

６月期

12月期

計

期末月分

1.225

1.275

2.50

自己都合

19.669500

28.039500

39.757500

47.709000

勧奨･定年

24.586875

33.270750

47.709000

47.709000

その他加算措置：定年前早期退職
特例措置（２％～ 20％加算）

◎特別職の報酬などの状況（令和6年度支給割合）

給与、報酬月額（円） 期末手当（月分）

６月期
12月期
計
６月期
12月期
計

◎職員の勤務時間その他勤務条件
職員の勤務時間と休日

◎年次有給休暇の状況（一般職）（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

休暇の種別
年次有給休暇（有給）

特別休暇（有給）

療養休暇（有給）

介護休暇（無給）

組合休暇（無給）

◎休暇など

役場職員の給料などを公表します役場職員の給料などを公表します

（注）育児休業職員・新規採用職員、派遣職員を除く。

勤勉月分

1.025

1.075

2.10

◎定員の状況［部門別職員数］（各年4月１日現在）
区分 職員数（人）

部門

一般

特別

公営

令和6年
1
12
1
6
3
3
8
1
35
4
4
1
1
1
3
42
0

議　会
総　務
税　務
農　林
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育
小　計
水　道
下水道
その他
小　計

令和7年
1
12
1
5
3
3
8
1
34
3
3
1
1
1
3
40
0

前年比
0
0
0
△1
0
0
0
0
△1
△1
△1
0
0
0
0
△2
0

合計
上記のうち派遣職員数

（地方公共団体定員管理調査より）

住民基本台帳
人口（年度末）

人
998

歳出額
Ａ
千円

2,442,960

人件費
Ｂ
千円
430,933

人件費率
B/A
％
17.6

区分
天龍村
長野県
国

平均年齢
40.6
45.0
42.1

平均給料月額
292,671
327,900
323,823

平均給与月額
315,940
395,182
－

◎職員の初任給の状況
区分
一般
行政職

学歴
大学卒
高校卒

天龍村（県・国と同じ）
196,200 円
166,600 円

区分
標準的な
職務内容
職員数
構成比

１級
主事補
主事
11人
27.5%

２級

主任

4人
10.0%

３級
主査
係長
13人
32.5%

４級

課長補佐

3人
7.5%

５級

課長

5人
12.5%

６級

4人
10.0%

計

40人
100%

困難な業務を
分掌する村長
が定める課長

◎長野県市町村職員互助会
（令和6年度支出の状況）会員数46人

区分
職員掛金（個人負担分）
負担金（公費負担金）

支出金
648 千円
400 千円

説明
年20日間、繰り越しは最大で20日間
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関
の事故など特別な理由で勤務しないこ
とが相当と認められる期間

父母、子、配偶者の父母などが負傷、
病気のときや老齢で日常生活に支障が
ある人を介護するとき、連続する6月の
期間内において必要と認められる期間

負傷または病気で、勤務しないことが認
められる期間

職員団体の業務に従事するため、勤務し
ないことが相当であると認められる期間

総付与
日数
1,577

総使用
日数
573

全期間対象
職員数
42

１人当たり
平均使用日数

13.7

１週間の
勤務時間

38時間45分

始業

8：30

終業

17：15

休憩時間
12：00 ～
13：00

週休日

土・日曜日

勤務時間の割り振り

区分

期末・
勤勉手当

退職手当

勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 35 年

最高限度

1.70
1.75
3.45
1.70
1.75
3.45

237,000
163,000
144,000

600,000
530,000
469,000

村長
副村長
教育長
議長
副議長
議員

◎職員給与費の状況
（令和 7年度一般会計の当初予算）

（注）１．職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当など。
　　２．退職手当は含まれていません。
　　３．定員の状況〔部門別職員数〕とは一致しません。

職員数

44
給料
168,437

職員手当
83,435

計
251,872

一人当たり
（千円）
5,724

給与費（千円）
『
糖
尿
病
と
腎
臓
病
の
関
係
』

①
糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
が
十
分
に
働
か

な
い
た
め
に
、
血
液
中
を
流
れ

る
ブ
ド
ウ
糖
（
血
糖
）
が
増
え

て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
膵
臓
か
ら

分
泌
さ
れ
、
血
糖
を
一
定
の
範

囲
に
お
さ
め
る
役
割
を
担
い
ま

す
。
血
糖
値
（
血
糖
の
濃
度
）

が
何
年
間
も
高
い
状
態
が
続
く

と
、
血
管
の
内
側
の
壁
が
傷
つ

き
、
臓
器
が
障
害
さ
れ
ま
す
。

将
来
的
に
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
・

腎
不
全
・
失
明
（
網
膜
症
）・

足
の
切
断
（
壊
疽
）
と
い
う
よ

う
な
重
い
病
気
（
糖
尿
病
の
慢

性
合
併
症
）
の
発
症
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
腎
症
（
腎
臓
病
）

　「
糖
尿
病
腎
症
」
と
呼
ば
れ
、

高
血
糖
が
原
因
で
腎
臓
の
細
い

血
管
が
傷
み
、
腎
臓
の
機
能
が

低
下
し
て
起
こ
り
ま
す
。

　
腎
臓
に
は
、
血
液
中
の
老
廃

物
や
余
分
な
水
分
を
ろ
過
し
て
、

尿
と
し
て
体
外
に
排
泄
す
る
機

能
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
機
能

が
衰
え
る
と
、
身
体
が
む
く
み
、

気
分
が
悪
く
な
り
、
尿
毒
症
と

い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。
腎
臓

の
機
能
低
下
が
進
行
す
る
と
慢

性
腎
不
全
と
な
り
、
末
期
腎
不

全
に
至
る
と
腎
臓
で
尿
を
作
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
腎
臓
の
機
能
を
人
工
的

に
代
行
す
る
「
透
析
療
法
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
２
０
１
８

年
末
の
時
点
で
国
内
の
透
析
患

者
の
原
因
疾
患
は
糖
尿
病
腎
症

が
最
も
多
い
状
況
で
す
。
日
本

は
、
糖
尿
病
腎
症
の
重
症
化
予

防
に
よ
り
透
析
患
者
を
増
や
さ

な
い
よ
う
、
関
係
機
関
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
糖
尿
病
腎
症
は
無
症
状
で

進
行
す
る
た
め
、
定
期
的
に

尿
検
査
や
血
液
検
査
を
行
い

ま
す
。
糖
尿
病
そ
の
も
の
が
悪

化
し
な
い
よ
う
に
血
糖
値
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
ま
た
高
血
圧
が
原
因
で
腎

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

症
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
血
圧
を
適
正
に
保
つ
こ
と

（
降
圧
剤
の
服
薬
）
も
必
要
で

す
。
糖
尿
病
は
、
食
事
に
含
ま

れ
る
糖
分
を
上
手
に
消
費
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
病
気
な
の
で
、

糖
尿
病
薬
に
よ
る
薬
物
療
法
の

ほ
か
、
食
事
療
法
に
よ
る
血
糖

管
理
が
重
要
で
す
。
主
治
医
や

管
理
栄
養
士
と
相
談
し
、
腎
機

能
を
守
る
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

適
度
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
も

有
効
で
す
が
、
腎
症
の
程
度
に

よ
り
運
動
強
度
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
主
治
医
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

④
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
場

合
は
早
期
に
治
療
を
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
、
自
己
判
断
で

治
療
を
中
断
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
同
時
に
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
血
糖
・
血
中
脂
質
・
血
圧

を
良
好
に
保
つ
こ
と
、
適
正
体

重
の
維
持
、
禁
煙
な
ど
を
心
が

け
、
糖
尿
病
腎
症
の
よ
う
な
合

併
症
の
進
行
を
で
き
る
だ
け
遅

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
村
内
外
の
62
名
か
ら
回
答

い
た
だ
き
、
世
帯
向
け
住
宅
は
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
程
度
や
高
断
熱
や
エ
ア
コ

ン
付
き
な
ど
多
く
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
参
考
に
、
今
後
の
村
営
住
宅

の
建
設
や
管
理
運
営
に
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
確
認
い

た
だ
く
か
役
場
建

設
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
営
住
宅
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
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ります。特に資格が必要な職種の応募者がいないため、保健師は南信州圏域の市町村による共同募集を行っ
ているほか、保育士は直接大学等に出向くなどの働きかけを継続して行っています。村に住所を置き居住す
ることを採用要件としているのは、人口減少が続く中で、地区の行事やコミュニティを守っていくためであ
ります。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村公式LINEの配信が開始されたが、LINEを導入した理由と情報漏洩の心配はないのか聞きたい。
【鶯巣活性化施設：50代男性】

A　村では、住民のみなさんへの情報発信を少しでも早く身近に行いたいこ
とから、令和７年６月25日に「天龍村公式LINE」を開設しました。多く
の方が日常的にLINEを利用しているうえ、行政情報や観光情報などを、
これまで発信が難しかった若年層や村外の方などもターゲットにできる
伝達手段として導入したものです。LINEは現在多くの自治体でも導入さ
れており、認証を受けた公式アカウントを使用し、個人情報の取り扱い
は行いません。また、職員により投稿内容の確認や管理を行うなど、情
報セキュリティの確保に努めていきます。 鶯巣活性化施設

ム
が
合
同
で
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
年
の
３
月
31
日
に
内
閣
府

の
中
央
防
災
会
議
に
よ
り
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
基
本
計
画

な
ど
が
見
直
さ
れ
、
そ
の
中
で

天
龍
村
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
被
害
想
定
震
度
が
６
弱
か

ら
６
強
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
現
在
、
こ
の
引
き
上
げ

に
伴
う
村
の
地
域
防
災
計

画
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
大
規
模
災

害
に
対
す
る
警
戒
は
年
々

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
対
し
て
は
、
私

た
ち
の
日
頃
か
ら
の
備
え

が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
今
回
の
訓
練
を
き
っ
か

け
に
各
家
庭
、
各
地
域
で

よ
り
一
層
防
災
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

７
月
20
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し

た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
天

龍
村
で
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
　
◆
　
◇

◇
当
日
の
有
権
者
数

　
　
男
　
　
　
４
４
２
人

　
　
女
　
　
　
４
８
４
人

　
　
計
　
　
　
９
２
６
人

◇
投
票
者
数

　
　
男
　
　
　
２
８
８
人

　
　
女
　
　
　
２
９
０
人

　
　
計
　
　
　
５
７
８
人

◇
投
票
率

　
　
男
　
　
　
65
・
16
％

　
　
女
　
　
　
59
・
92
％

　
　
計
　
　
　
62
・
42
％

◇
　
◆
　
◇

◇
長
野
県
選
出
議
員
選
挙

○
有
効
投
票
数
　
５
６
５
票

○
無
効
投
票
数
　
　
　
13
票

○
候
補
者
別
得
票
数（届

出
順
）

竹
下
ひ
ろ
よ
し
　
　
　
45
票

藤
田
ひ
か
る
　
　
２
５
４
票

羽
田
次
郎
　
　
　
２
３
６
票

山
田
ゆ
う
じ
　
　
　
　
25
票

加
藤
英
明
　
　
　
　
　
５
票

◇
　
◆
　
◇

◇
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

○
有
効
投
票
数
　
５
５
０
票

○
無
効
投
票
数
　
　
　
28
票

○
政
党
別
得
票
数（

届
出
順
）

日
本
共
産
党
　
　
　
　
19
票

日
本
維
新
の
会
　
　
　
５
票

無
所
属
連
合
　
　
　
　
２
票

日
本
保
守
党
　
　
　
　
14
票

立
憲
民
主
党

１
０
５
・
３
５
７
票

参
　
政
　
党
　
　
　
　
37
票

国
民
民
主
党２

９
・
６
４
２
票

チ
ー
ム
み
ら
い
　
　
　
10
票

日
本
誠
真
会
　
　
　
　
０
票

社
会
民
主
党
　
　
　
　
10
票

れ
い
わ
新
選
組
　
　
　
18
票

日
本
改
革
党
　
　
　
　
０
票

自
由
民
主
党
　
　
２
５
２
票

再
生
の
道
　
　
　
　
　
９
票

公
明
党
　
　
　
　
　
　
33
票

Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
　
　
　
　
　
６
票

※
計
算
上
切
り
捨
て
ら
れ
た
有

効
投
票
　
　
０
・
０
０
１
票

　
８
月
31
日
㈰
に
、
地
震
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
、
住
民

避
難
、
情
報
伝
達
訓
練
、Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
や
防
災
啓
発
な

ど
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
２
１
名
の
村
民
の

み
な
さ
ん
と
消
防
団
・
日
赤
奉

仕
団
・
天
龍
村
災
害
支
援
チ
ー

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果

令
和
７
年
度

　
８
月
28
日
㈭
に
全
国
山
村
振
興
連
盟

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会
議
が
、
天
龍

村
で
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
村
振
興
地
域
は
、
山
村
振
興
法
に

基
づ
い
て
指
定
さ
れ
た

市
町
村
で
、
全
国
で
７

３
４
あ
り
、
そ
の
う
ち

長
野
県
に
は
49
あ
り
ま

す
。

　
東
京
一
極
集
中
が
進

行
す
る
中
、
山
村
地
域

は
、
国
土
の
約
５
割
を

占
め
る
一
方
で
、
人
口

は
３
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
地
域
住
民
は
そ
こ

に
住
み
、
地
域
社
会
を

守
り
、
森
林
や
農
地
を

管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
災
害
の
防
止
な
ど
の
国
土
自
然
環

境
の
保
全
、
国
民
の
憩
い
の
場
、
さ
ら

に
は
地
域
の
伝
統
や
文
化
の
維
持
継
承

と
い
っ
た
多
面
的
・
公
益
的
な
機
能
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
長
野
、
茨
城
、
群
馬
、
埼

玉
各
県
の
支
部
長
自
治
体
と
町
村
会
事

務
局
約
20
名
に
天
龍
村
へ
お
越
し
を
い

た
だ
き
、
会
議
で
は
、
各
自
治
体
が
取

り
組
ん
で
い
る
ま
ち
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て
発

表
が
さ
れ
、
会
議
後
は

総
合
体
育
施
設
や
小
中

学
校
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
支
部
長
会
議
は

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
に
加
盟

す
る
７
県
の
自
治
体
が

毎
年
順
番
で
開
催
し
て

お
り
、
令
和
７
年
度
の

長
野
県
支
部
長
で
あ
る

永
嶺
誠
一
村
長
か
ら
は
、

水
や
森
と
い
っ
た
山
村

の
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
今
後
も
知
恵
を
出
し
合
い
た

い
と
の
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
は
、
茨
城
県
日
立
市
が

開
催
地
と
な
り
ま
す
。

参加者による記念撮影

地
震
総
合
防
災
訓
練

令
和
７
年
度
全
国
山
村
振
興
連
盟

　
　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会
議
を
天
龍
村
で
開
催
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村では、６月22日から７月13日までの間、村内12会場で「地区懇談会」
を開催しました。多くの村民のみなさんにご参加いただき、村政全般に関して活発な意見交換をさせてい
ただくことができました。
各会場で寄せられました貴重なご意見などは、今後の村づくりに反映させていただきたいと思います。
以下、主なご意見、ご要望の一部を紹介させていただきます。なお、各会場での詳しい懇談内容につい
ては、総務課総務情報係へお問い合わせください。

Q　国・県や村管理の道路及び河川に草木が生い茂っている箇所があるため、整備をしてもらいたい。
 【大河内多目的集会施設：70代男性、中組集会施設：70代男性、大久那集会施設：60代男性・70代男性、
老人福祉センター：60代女性】

A　国や県が管理している道路、河川につきましては、県へ伝えていますが、
予算の関係により年１回程度しか実施できないとのことでしたので、予
算の確保を要望しました。村が管理する道路、河川につきましては、毎年、
多くのご要望をいただいており、職員や業者委託などにより予算の範囲
内で可能な限り実施をしていますが、全てのご要望にお応えできていな
い状況です現在は、緊急性の高い箇所から順番に対応させていただいて
いますのでご理解をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村から空き家に関する調査があった時、自宅の近くに管理されていない空き家があることの回答をしたが
返答がされなかった。この空き家に関しては、以前より悪臭や枯草の種が飛び散り周辺の住民は迷惑をして
いることを村に伝えているので、責任を持って対処してもらいたい。 【老人福祉センター：70代男性】

A　空き家調査後におきまして、しっかりとした対応ができていなかったことに対しお詫びいたします。空き
家所有者の自宅に出向いての直接的な折衝を含め、法律に基づいた方法で指導を進めており、今後も継続し
て必要な対策を行っていきますので、ご理解をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　西原地区へ新たに建設する村営住宅は、どの様な人の入居を想定して建設されるのか。また、地区の人口
を増やすために松島地区へも世帯向け住宅の建設を計画してもらいたい。

【戸口集会施設：70代男性、松島集会施設：60代男性・80代女性】
A　西原地区へ新たに建設する村営住宅は、人口減少に伴う移住定住の推進や居住を希望される方のニーズに合っ
たものとしたいことから、村民のみなさんにアンケート調査をさせていただきました。現在、ご回答いただ
きましたアンケートなどを参考に建築戸数や仕様の検討をしています。なお、松島地区を含めてその他の地
区への村営住宅の建設につきましても状況に応じて検討していきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村の新たな特産品としてコーヒー栽培が計画されているが状況を教えてもらいたい。また、新たなことに
挑戦することは良いことだと思うが採算が取れる様に慎重に進めてもらいたい。

 【松島集会施設：60代男性・80代男性】

令和７年度
地区懇談会を開催しました!

大河内多目的集会施設

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　令和７年４月から村営バス阿南線の本格運行が開始された。飯田市の病院を利用するのであれば現在の運
行時間でもよいが、阿南病院や宮島歯科医院を利用する場合は運行時間が早いと思う。これまでの利用状況
を教えてもらいたい。 【戸口集会施設：70代男性・80代男性】

A　村営バス阿南線の運行は、村民のみなさんからのご要望を受け、令和５
年５月から７月までの実証実験運行を経て令和７年４月から本格運行を
開始しました。バスの運行時間は、村営バス神原線や、阿南病院から飯
田市方面に向かう阿南公共交通バスとの乗り継ぎを考えて決めさせてい
ただきましたので、ご理解をお願いします。なお、令和７年９月末現在
の利用者数は15人で、本格運行後に阿南公共交通バスに乗り継いで飯田
市内まで乗車された方はおりません。村では、自動車を運転されないみ
なさんのための交通手段はしっかりと整備しておかなくてはならないと
考えていますので、ご要望を伺いながら改善に努めていきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村内の道路を制限速度を超えて走行する車両がある。村内には高齢者や狭く見通しの悪い道も多いので、
安全運転の啓発をしてもらいたい。

【老人福祉センター：70代男性・70代女性】
A　制限速度を超えて走行する車両への注意喚起については、毎年ご意見を
いただいており、阿南警察署や阿南交通安全協会天龍支部ほか関係され
るみなさんの協力を得ながら啓発活動を進めています。令和７年も平岡
商店街の路面に速度を抑えるための舗装などをしていただきましたので、
引き続き、様々な方法で安全運転の啓発に努めていきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　防犯カメラを十方峡と坂部の交差点付近に設置する計画があるが、設置時期や映像の確認、不審者への対
応方法について聞きたい。また、防犯の目的でカメラを設置するのであれば、JR平岡駅周辺など人が多く
集まる場所へ設置することの方がよいのではないか。　

【ふれあいプラザ：80代男性、老人福祉センター：60代男性、坂部活性化施設：60代男性】
A　令和７年度の防犯カメラの設置箇所は、村外からの往来の多い十方峡橋の三叉路と、過去に農機具の盗難
があり、地区から設置要望がありました坂部の県道と林道との接続点の２箇所とさせていただきました。防
犯カメラの設置時期は令和７年12月末までを予定しており、映像の確認
や不審者への対応方法は、事件等が発生した場合に機器内に録画されて
いる映像を取り出し、警察などへの情報提供を行うことで犯罪者の早期
の摘発を進めていきたいと考えています。なお、令和７年度の防犯カメ
ラの設置箇所は、長野県警察本部に承諾を得て、街頭防犯カメラ設置促
進事業補助金を受けて実施するものですので設置箇所の変更はできませ
んが、今後、人が多く集まる場所につきましても、警察などとも相談し
検討させていただきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村職員を継続して募集しているが、応募者が少なかったり現れないのは天龍村に住所を置き居住する採用
要件が妨げになっているのではないか。幅広く良い人材を採用するためには要件の制限をしない方がよいと
思う。 【老人福祉センター：40代女性、松島集会施設：80代男性】

A　令和７年度も一般事務職員や保健師、保育士の募集を継続して行っていますが、応募者が少ない状況にあ

戸口集会施設

老人福祉センター

ふれあいプラザ
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A　村の新たな特産品とするため、ビニールハウス内でのコーヒーの試験栽
培を進めており、令和８年度以降の収穫を目標としています。今後は、
試験栽培の結果や採算のことも見据えて取り組んでいきたいと考えてい
ます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村内の民有林のうち、現に経営管理が行われていない森林の状況と所有
者の意向確認を行うための調査はいつ頃まで行い、調査結果をどの様に
活かしていくのかを聞きたい。また、村には森林環境譲与税が交付されているので、林業後継者の育成を含
め、村独自の事業をつくる勢いで林業振興を図ってもらうとともに、自身で山林を所有したい意欲がある者
に対して購入資金の補助を考えてもらうことはできないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　

【向方老人憩の家：70代男性】
A　村の森林面積は広いため、森林経営管理制度推進事業により林地を10ブロックに分け、飯伊森林組合に委
託をして毎年１ブロックずつ調査をしており、調査期間は10年間を見込んでいます。調査の内容は、林層
の状況確認のほか山林所有者に今後の森林活用や経営意欲についての聞き取りを行い、その結果を林業経営
の効率化と森林管理の適正化の参考にしていきます。森林環境譲与税を活用した林業後継者の育成につきま
しては、将来、若い林業後継者組織ができた場合には村としてのバックアップを考えていますが、具体的な
活用方法がありましたらご連絡をお願いしたいと思います。現在、山林を購入される方への村独自の補助制
度はありませんが、今後、検討させていただきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　猿による農作物への被害が多く困っている。また、有害鳥獣の駆除をする後継者が少なくなっているので
村でも考えてもらいたい。  
 【中井侍集会施設：50代男性・70代女性・80代女性、老人福祉センター：70代男性】

A　猿による被害は多くの地区から聞いていますので、意欲をもって捕獲数
を増やしていただきたいことから、令和７年度より鹿、猪、猿の一頭当
たりの捕獲報償単価を一律３万円に引上げました。また、村では猿を捕
獲するための移動式の檻を所有しており、地区で場所の確保を行ってい
ただければ設置しますので、ご連絡をお願いします。猟友会員などの後
継者の確保につきましては、村でも努めていきますが、猟友会員のみな
さんにおきましても引き続きご協力をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　本町地区の教員住宅周辺には草が生い茂り居住もされていないと思うが、住宅の今後の利用について聞き
たい。 【老人福祉センター：70代男性】

A　本町地区の教員住宅には令和６年度より居住していませんので、令和８年度に解体する計画です。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村で地域おこし協力隊を採用する基準について教えてもらいたい。また、
採用前に村で暮らして地域住民とともに行動することができるのかのお
試し期間のようなものがあると住民は安心すると思う。

【向方老人憩の家：50代女性・60代男性】
A　地域おこし協力隊員の選考にあたりましては、主に都市部で暮らしてい
る方で村の採用目的にあう要件を満たしている方を募集しています。応
募された方は１次試験で作文による書類選考をした後、２次試験におい
て本人と必ず面接をし、地域おこし協力隊員としての活動意欲が感じら

中井侍集会施設

松島集会施設
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れた方を採用しています。なお、地域おこし協力隊員の応募を希望される方には、採用日前に数週間から数
カ月の短期間、村の生活を試みてもらうインターン制度を設けています。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　養護老人ホームや特別養護老人ホームはかなり老朽化している。村は施設の修繕をしているが、これらの
施設を維持していくのであれば建て替える選択があってもよいのではないかと思う。 

【原集会施設：40代男性】
A　施設の老朽化に対する問題意識は持っており、施設の建て替えに関する
ご意見は他の方からも聞いていますので、必要と言うことは認識してい
ます。しかし、高齢者の割合は変わらないにしても人口が減少していく
中で、村全体の将来的なことを含めて今までどおり全てを兼ね備えた施
設の必要性についてみなさんのご意見を伺う機会を設けて判断をしてい
かなければならないと考えています。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　令和６年８月に発生した日向灘を震源とする地震により、村に南海トラフ地震臨時情報が発表され、この
ことをきっかけに天龍村と泰阜村の最大震度が６弱から６強へ引き上げられたが、その根拠を教えてもらい
たい。 【戸口集会施設：80代男性】

A　これまで、南海トラフ地震による村の最大震度は６弱と想定されていました。この最大想定震度は平成26
年３月南海トラフ地震防災対策推進基本計画の策定の際に設定されたものであり、策定から10年が経過し
たことから現在の新たな知見に基づき地盤データや地形データ等を更新してシミュレーションを行ったとこ
ろ、天龍村を含む一部の自治体において想定震度が引き上げられる結果となりました。国、県では今回の見
直しを受けて国の基本計画、県の防災計画の見直しが進められており、それを受けまして、村においても計
画の見直し等を行っていきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村で購入したタクシー券は、他人への譲渡ができないことになっているが、例えば購入者が亡くなり余っ
てしまったタクシー券はすでに購入したものであるので、他人へ譲ってもよいのではないか。

 【松島集会施設：80代女性】
A　村でタクシー券の補助制度を開始した当初より、購入された方が亡くなられた場合は、生計を同一にする
世帯親族の方への相続以外は、他の人への譲渡や転売をすることはできないことにしていますので、ご理解
をお願いします。なお、タクシー券の購入や料金の支払いなどは、タクシー会社でも便宜を図っていただい
ていますので、ご利用の際にご確認願います。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　毎年、村から温泉が利用できる村民保養券を配布してもらっているが、令和７年度の配布は５枚であった。
村の財政は厳しいと思うが、今までどおり10枚配布してもらえると有難い。また、村民保養券が利用され
た枚数を教えてもらいたい。 【坂部活性化施設：50代男性・70代男性】

A　新型コロナウイルス感染症が蔓延した際に温泉施設の利用者が減少した
こともあり、多くの村民のみなさんに施設を利用していただきたいこと
から、令和２年度から６年度まで従前５枚配布であった村民保養券を特
例的に10枚に増やして配布をさせていただきました。新型コロナウイル
スが５類に移行されたことや世の中の情勢も変わってきましたので従前
の枚数に戻させていただきましたので、ご理解をお願いします。なお、
令和６年度の村民保養券の利用率は約64％でした。

原集会施設

坂部活性化施設
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A　村の新たな特産品とするため、ビニールハウス内でのコーヒーの試験栽
培を進めており、令和８年度以降の収穫を目標としています。今後は、
試験栽培の結果や採算のことも見据えて取り組んでいきたいと考えてい
ます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村内の民有林のうち、現に経営管理が行われていない森林の状況と所有
者の意向確認を行うための調査はいつ頃まで行い、調査結果をどの様に
活かしていくのかを聞きたい。また、村には森林環境譲与税が交付されているので、林業後継者の育成を含
め、村独自の事業をつくる勢いで林業振興を図ってもらうとともに、自身で山林を所有したい意欲がある者
に対して購入資金の補助を考えてもらうことはできないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　

【向方老人憩の家：70代男性】
A　村の森林面積は広いため、森林経営管理制度推進事業により林地を10ブロックに分け、飯伊森林組合に委
託をして毎年１ブロックずつ調査をしており、調査期間は10年間を見込んでいます。調査の内容は、林層
の状況確認のほか山林所有者に今後の森林活用や経営意欲についての聞き取りを行い、その結果を林業経営
の効率化と森林管理の適正化の参考にしていきます。森林環境譲与税を活用した林業後継者の育成につきま
しては、将来、若い林業後継者組織ができた場合には村としてのバックアップを考えていますが、具体的な
活用方法がありましたらご連絡をお願いしたいと思います。現在、山林を購入される方への村独自の補助制
度はありませんが、今後、検討させていただきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　猿による農作物への被害が多く困っている。また、有害鳥獣の駆除をする後継者が少なくなっているので
村でも考えてもらいたい。  
 【中井侍集会施設：50代男性・70代女性・80代女性、老人福祉センター：70代男性】

A　猿による被害は多くの地区から聞いていますので、意欲をもって捕獲数
を増やしていただきたいことから、令和７年度より鹿、猪、猿の一頭当
たりの捕獲報償単価を一律３万円に引上げました。また、村では猿を捕
獲するための移動式の檻を所有しており、地区で場所の確保を行ってい
ただければ設置しますので、ご連絡をお願いします。猟友会員などの後
継者の確保につきましては、村でも努めていきますが、猟友会員のみな
さんにおきましても引き続きご協力をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　本町地区の教員住宅周辺には草が生い茂り居住もされていないと思うが、住宅の今後の利用について聞き
たい。 【老人福祉センター：70代男性】

A　本町地区の教員住宅には令和６年度より居住していませんので、令和８年度に解体する計画です。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村で地域おこし協力隊を採用する基準について教えてもらいたい。また、
採用前に村で暮らして地域住民とともに行動することができるのかのお
試し期間のようなものがあると住民は安心すると思う。

【向方老人憩の家：50代女性・60代男性】
A　地域おこし協力隊員の選考にあたりましては、主に都市部で暮らしてい
る方で村の採用目的にあう要件を満たしている方を募集しています。応
募された方は１次試験で作文による書類選考をした後、２次試験におい
て本人と必ず面接をし、地域おこし協力隊員としての活動意欲が感じら
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れた方を採用しています。なお、地域おこし協力隊員の応募を希望される方には、採用日前に数週間から数
カ月の短期間、村の生活を試みてもらうインターン制度を設けています。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　養護老人ホームや特別養護老人ホームはかなり老朽化している。村は施設の修繕をしているが、これらの
施設を維持していくのであれば建て替える選択があってもよいのではないかと思う。 

【原集会施設：40代男性】
A　施設の老朽化に対する問題意識は持っており、施設の建て替えに関する
ご意見は他の方からも聞いていますので、必要と言うことは認識してい
ます。しかし、高齢者の割合は変わらないにしても人口が減少していく
中で、村全体の将来的なことを含めて今までどおり全てを兼ね備えた施
設の必要性についてみなさんのご意見を伺う機会を設けて判断をしてい
かなければならないと考えています。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　令和６年８月に発生した日向灘を震源とする地震により、村に南海トラフ地震臨時情報が発表され、この
ことをきっかけに天龍村と泰阜村の最大震度が６弱から６強へ引き上げられたが、その根拠を教えてもらい
たい。 【戸口集会施設：80代男性】

A　これまで、南海トラフ地震による村の最大震度は６弱と想定されていました。この最大想定震度は平成26
年３月南海トラフ地震防災対策推進基本計画の策定の際に設定されたものであり、策定から10年が経過し
たことから現在の新たな知見に基づき地盤データや地形データ等を更新してシミュレーションを行ったとこ
ろ、天龍村を含む一部の自治体において想定震度が引き上げられる結果となりました。国、県では今回の見
直しを受けて国の基本計画、県の防災計画の見直しが進められており、それを受けまして、村においても計
画の見直し等を行っていきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村で購入したタクシー券は、他人への譲渡ができないことになっているが、例えば購入者が亡くなり余っ
てしまったタクシー券はすでに購入したものであるので、他人へ譲ってもよいのではないか。

 【松島集会施設：80代女性】
A　村でタクシー券の補助制度を開始した当初より、購入された方が亡くなられた場合は、生計を同一にする
世帯親族の方への相続以外は、他の人への譲渡や転売をすることはできないことにしていますので、ご理解
をお願いします。なお、タクシー券の購入や料金の支払いなどは、タクシー会社でも便宜を図っていただい
ていますので、ご利用の際にご確認願います。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　毎年、村から温泉が利用できる村民保養券を配布してもらっているが、令和７年度の配布は５枚であった。
村の財政は厳しいと思うが、今までどおり10枚配布してもらえると有難い。また、村民保養券が利用され
た枚数を教えてもらいたい。 【坂部活性化施設：50代男性・70代男性】

A　新型コロナウイルス感染症が蔓延した際に温泉施設の利用者が減少した
こともあり、多くの村民のみなさんに施設を利用していただきたいこと
から、令和２年度から６年度まで従前５枚配布であった村民保養券を特
例的に10枚に増やして配布をさせていただきました。新型コロナウイル
スが５類に移行されたことや世の中の情勢も変わってきましたので従前
の枚数に戻させていただきましたので、ご理解をお願いします。なお、
令和６年度の村民保養券の利用率は約64％でした。

原集会施設

坂部活性化施設



⑩⑬

広 報　天　龍　第225号 令和７年（2025年）10月23日

村では、６月22日から７月13日までの間、村内12会場で「地区懇談会」
を開催しました。多くの村民のみなさんにご参加いただき、村政全般に関して活発な意見交換をさせてい
ただくことができました。
各会場で寄せられました貴重なご意見などは、今後の村づくりに反映させていただきたいと思います。
以下、主なご意見、ご要望の一部を紹介させていただきます。なお、各会場での詳しい懇談内容につい
ては、総務課総務情報係へお問い合わせください。

Q　国・県や村管理の道路及び河川に草木が生い茂っている箇所があるため、整備をしてもらいたい。
 【大河内多目的集会施設：70代男性、中組集会施設：70代男性、大久那集会施設：60代男性・70代男性、
老人福祉センター：60代女性】

A　国や県が管理している道路、河川につきましては、県へ伝えていますが、
予算の関係により年１回程度しか実施できないとのことでしたので、予
算の確保を要望しました。村が管理する道路、河川につきましては、毎年、
多くのご要望をいただいており、職員や業者委託などにより予算の範囲
内で可能な限り実施をしていますが、全てのご要望にお応えできていな
い状況です現在は、緊急性の高い箇所から順番に対応させていただいて
いますのでご理解をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村から空き家に関する調査があった時、自宅の近くに管理されていない空き家があることの回答をしたが
返答がされなかった。この空き家に関しては、以前より悪臭や枯草の種が飛び散り周辺の住民は迷惑をして
いることを村に伝えているので、責任を持って対処してもらいたい。 【老人福祉センター：70代男性】

A　空き家調査後におきまして、しっかりとした対応ができていなかったことに対しお詫びいたします。空き
家所有者の自宅に出向いての直接的な折衝を含め、法律に基づいた方法で指導を進めており、今後も継続し
て必要な対策を行っていきますので、ご理解をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　西原地区へ新たに建設する村営住宅は、どの様な人の入居を想定して建設されるのか。また、地区の人口
を増やすために松島地区へも世帯向け住宅の建設を計画してもらいたい。

【戸口集会施設：70代男性、松島集会施設：60代男性・80代女性】
A　西原地区へ新たに建設する村営住宅は、人口減少に伴う移住定住の推進や居住を希望される方のニーズに合っ
たものとしたいことから、村民のみなさんにアンケート調査をさせていただきました。現在、ご回答いただ
きましたアンケートなどを参考に建築戸数や仕様の検討をしています。なお、松島地区を含めてその他の地
区への村営住宅の建設につきましても状況に応じて検討していきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村の新たな特産品としてコーヒー栽培が計画されているが状況を教えてもらいたい。また、新たなことに
挑戦することは良いことだと思うが採算が取れる様に慎重に進めてもらいたい。

 【松島集会施設：60代男性・80代男性】

令和７年度
地区懇談会を開催しました!

大河内多目的集会施設

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　令和７年４月から村営バス阿南線の本格運行が開始された。飯田市の病院を利用するのであれば現在の運
行時間でもよいが、阿南病院や宮島歯科医院を利用する場合は運行時間が早いと思う。これまでの利用状況
を教えてもらいたい。 【戸口集会施設：70代男性・80代男性】

A　村営バス阿南線の運行は、村民のみなさんからのご要望を受け、令和５
年５月から７月までの実証実験運行を経て令和７年４月から本格運行を
開始しました。バスの運行時間は、村営バス神原線や、阿南病院から飯
田市方面に向かう阿南公共交通バスとの乗り継ぎを考えて決めさせてい
ただきましたので、ご理解をお願いします。なお、令和７年９月末現在
の利用者数は15人で、本格運行後に阿南公共交通バスに乗り継いで飯田
市内まで乗車された方はおりません。村では、自動車を運転されないみ
なさんのための交通手段はしっかりと整備しておかなくてはならないと
考えていますので、ご要望を伺いながら改善に努めていきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村内の道路を制限速度を超えて走行する車両がある。村内には高齢者や狭く見通しの悪い道も多いので、
安全運転の啓発をしてもらいたい。

【老人福祉センター：70代男性・70代女性】
A　制限速度を超えて走行する車両への注意喚起については、毎年ご意見を
いただいており、阿南警察署や阿南交通安全協会天龍支部ほか関係され
るみなさんの協力を得ながら啓発活動を進めています。令和７年も平岡
商店街の路面に速度を抑えるための舗装などをしていただきましたので、
引き続き、様々な方法で安全運転の啓発に努めていきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　防犯カメラを十方峡と坂部の交差点付近に設置する計画があるが、設置時期や映像の確認、不審者への対
応方法について聞きたい。また、防犯の目的でカメラを設置するのであれば、JR平岡駅周辺など人が多く
集まる場所へ設置することの方がよいのではないか。　

【ふれあいプラザ：80代男性、老人福祉センター：60代男性、坂部活性化施設：60代男性】
A　令和７年度の防犯カメラの設置箇所は、村外からの往来の多い十方峡橋の三叉路と、過去に農機具の盗難
があり、地区から設置要望がありました坂部の県道と林道との接続点の２箇所とさせていただきました。防
犯カメラの設置時期は令和７年12月末までを予定しており、映像の確認
や不審者への対応方法は、事件等が発生した場合に機器内に録画されて
いる映像を取り出し、警察などへの情報提供を行うことで犯罪者の早期
の摘発を進めていきたいと考えています。なお、令和７年度の防犯カメ
ラの設置箇所は、長野県警察本部に承諾を得て、街頭防犯カメラ設置促
進事業補助金を受けて実施するものですので設置箇所の変更はできませ
んが、今後、人が多く集まる場所につきましても、警察などとも相談し
検討させていただきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村職員を継続して募集しているが、応募者が少なかったり現れないのは天龍村に住所を置き居住する採用
要件が妨げになっているのではないか。幅広く良い人材を採用するためには要件の制限をしない方がよいと
思う。 【老人福祉センター：40代女性、松島集会施設：80代男性】

A　令和７年度も一般事務職員や保健師、保育士の募集を継続して行っていますが、応募者が少ない状況にあ

戸口集会施設

老人福祉センター

ふれあいプラザ
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ります。特に資格が必要な職種の応募者がいないため、保健師は南信州圏域の市町村による共同募集を行っ
ているほか、保育士は直接大学等に出向くなどの働きかけを継続して行っています。村に住所を置き居住す
ることを採用要件としているのは、人口減少が続く中で、地区の行事やコミュニティを守っていくためであ
ります。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村公式LINEの配信が開始されたが、LINEを導入した理由と情報漏洩の心配はないのか聞きたい。
【鶯巣活性化施設：50代男性】

A　村では、住民のみなさんへの情報発信を少しでも早く身近に行いたいこ
とから、令和７年６月25日に「天龍村公式LINE」を開設しました。多く
の方が日常的にLINEを利用しているうえ、行政情報や観光情報などを、
これまで発信が難しかった若年層や村外の方などもターゲットにできる
伝達手段として導入したものです。LINEは現在多くの自治体でも導入さ
れており、認証を受けた公式アカウントを使用し、個人情報の取り扱い
は行いません。また、職員により投稿内容の確認や管理を行うなど、情
報セキュリティの確保に努めていきます。 鶯巣活性化施設

ム
が
合
同
で
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
年
の
３
月
31
日
に
内
閣
府

の
中
央
防
災
会
議
に
よ
り
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
基
本
計
画

な
ど
が
見
直
さ
れ
、
そ
の
中
で

天
龍
村
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
被
害
想
定
震
度
が
６
弱
か

ら
６
強
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
現
在
、
こ
の
引
き
上
げ

に
伴
う
村
の
地
域
防
災
計

画
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
大
規
模
災

害
に
対
す
る
警
戒
は
年
々

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
対
し
て
は
、
私

た
ち
の
日
頃
か
ら
の
備
え

が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
今
回
の
訓
練
を
き
っ
か

け
に
各
家
庭
、
各
地
域
で

よ
り
一
層
防
災
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

７
月
20
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し

た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
天

龍
村
で
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
　
◆
　
◇

◇
当
日
の
有
権
者
数

　
　
男
　
　
　
４
４
２
人

　
　
女
　
　
　
４
８
４
人

　
　
計
　
　
　
９
２
６
人

◇
投
票
者
数

　
　
男
　
　
　
２
８
８
人

　
　
女
　
　
　
２
９
０
人

　
　
計
　
　
　
５
７
８
人

◇
投
票
率

　
　
男
　
　
　
65
・
16
％

　
　
女
　
　
　
59
・
92
％

　
　
計
　
　
　
62
・
42
％

◇
　
◆
　
◇

◇
長
野
県
選
出
議
員
選
挙

○
有
効
投
票
数
　
５
６
５
票

○
無
効
投
票
数
　
　
　
13
票

○
候
補
者
別
得
票
数（届

出
順
）

竹
下
ひ
ろ
よ
し
　
　
　
45
票

藤
田
ひ
か
る
　
　
２
５
４
票

羽
田
次
郎
　
　
　
２
３
６
票

山
田
ゆ
う
じ
　
　
　
　
25
票

加
藤
英
明
　
　
　
　
　
５
票

◇
　
◆
　
◇

◇
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挙

○
有
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５
５
０
票

○
無
効
投
票
数
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票

○
政
党
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得
票
数（

届
出
順
）

日
本
共
産
党
　
　
　
　
19
票

日
本
維
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の
会
　
　
　
５
票

無
所
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連
合
　
　
　
　
２
票

日
本
保
守
党
　
　
　
　
14
票

立
憲
民
主
党

１
０
５
・
３
５
７
票

参
　
政
　
党
　
　
　
　
37
票

国
民
民
主
党２

９
・
６
４
２
票

チ
ー
ム
み
ら
い
　
　
　
10
票

日
本
誠
真
会
　
　
　
　
０
票

社
会
民
主
党
　
　
　
　
10
票

れ
い
わ
新
選
組
　
　
　
18
票

日
本
改
革
党
　
　
　
　
０
票

自
由
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主
党
　
　
２
５
２
票

再
生
の
道
　
　
　
　
　
９
票

公
明
党
　
　
　
　
　
　
33
票

Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
　
　
　
　
　
６
票

※
計
算
上
切
り
捨
て
ら
れ
た
有

効
投
票
　
　
０
・
０
０
１
票
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日
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防
災
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練
を
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し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
、
住
民

避
難
、
情
報
伝
達
訓
練
、Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
や
防
災
啓
発
な

ど
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
２
１
名
の
村
民
の

み
な
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と
消
防
団
・
日
赤
奉

仕
団
・
天
龍
村
災
害
支
援
チ
ー

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果

令
和
７
年
度

　
８
月
28
日
㈭
に
全
国
山
村
振
興
連
盟

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会
議
が
、
天
龍

村
で
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
村
振
興
地
域
は
、
山
村
振
興
法
に

基
づ
い
て
指
定
さ
れ
た

市
町
村
で
、
全
国
で
７

３
４
あ
り
、
そ
の
う
ち

長
野
県
に
は
49
あ
り
ま

す
。

　
東
京
一
極
集
中
が
進

行
す
る
中
、
山
村
地
域

は
、
国
土
の
約
５
割
を

占
め
る
一
方
で
、
人
口

は
３
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
地
域
住
民
は
そ
こ

に
住
み
、
地
域
社
会
を

守
り
、
森
林
や
農
地
を

管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
災
害
の
防
止
な
ど
の
国
土
自
然
環

境
の
保
全
、
国
民
の
憩
い
の
場
、
さ
ら

に
は
地
域
の
伝
統
や
文
化
の
維
持
継
承

と
い
っ
た
多
面
的
・
公
益
的
な
機
能
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
長
野
、
茨
城
、
群
馬
、
埼

玉
各
県
の
支
部
長
自
治
体
と
町
村
会
事

務
局
約
20
名
に
天
龍
村
へ
お
越
し
を
い

た
だ
き
、
会
議
で
は
、
各
自
治
体
が
取

り
組
ん
で
い
る
ま
ち
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て
発

表
が
さ
れ
、
会
議
後
は

総
合
体
育
施
設
や
小
中

学
校
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
支
部
長
会
議
は

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
に
加
盟

す
る
７
県
の
自
治
体
が

毎
年
順
番
で
開
催
し
て

お
り
、
令
和
７
年
度
の

長
野
県
支
部
長
で
あ
る

永
嶺
誠
一
村
長
か
ら
は
、

水
や
森
と
い
っ
た
山
村

の
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
今
後
も
知
恵
を
出
し
合
い
た

い
と
の
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
は
、
茨
城
県
日
立
市
が

開
催
地
と
な
り
ま
す
。

参加者による記念撮影

地
震
総
合
防
災
訓
練

令
和
７
年
度
全
国
山
村
振
興
連
盟

　
　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会
議
を
天
龍
村
で
開
催



⑧⑮

広 報　天　龍　第225号 令和７年（2025年）10月23日

https://jsite.mhlw.go.jp/nagano-roudoukyoku/

026-223-0555

026-223-0560
026-226-0866

◎人件費の状況（令和6年度一般会計の決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

◎職員の平均年齢・給料月額の状況

（注）長野県、国と比較するため令和6年4月1日の内容です。
（令和6年度地方公務員給与実態調査より）

◎一般行政職の級別職員数等の状況（令和7年4月1日現在）（令和7年度地方公務員給与実態調査より）

◎職員手当の状況（令和6年度支給割合）
天龍村（県・国と同じ）

６月期

12月期

計

期末月分

1.225

1.275

2.50

自己都合

19.669500

28.039500

39.757500

47.709000

勧奨･定年

24.586875

33.270750

47.709000

47.709000

その他加算措置：定年前早期退職
特例措置（２％～ 20％加算）

◎特別職の報酬などの状況（令和6年度支給割合）

給与、報酬月額（円） 期末手当（月分）

６月期
12月期
計

６月期
12月期
計

◎職員の勤務時間その他勤務条件
職員の勤務時間と休日

◎年次有給休暇の状況（一般職）（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

休暇の種別
年次有給休暇（有給）

特別休暇（有給）

療養休暇（有給）

介護休暇（無給）

組合休暇（無給）

◎休暇など

役場職員の給料などを公表します役場職員の給料などを公表します

（注）育児休業職員・新規採用職員、派遣職員を除く。

勤勉月分

1.025

1.075

2.10

◎定員の状況［部門別職員数］（各年4月１日現在）
区分 職員数（人）

部門

一般

特別

公営

令和6年
1
12
1
6
3
3
8
1
35
4
4
1
1
1
3
42
0

議　会
総　務
税　務
農　林
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育
小　計
水　道
下水道
その他
小　計

令和7年
1
12
1
5
3
3
8
1
34
3
3
1
1
1
3
40
0

前年比
0
0
0

△1
0
0
0
0

△1
△1
△1
0
0
0
0

△2
0

合計
上記のうち派遣職員数

（地方公共団体定員管理調査より）

住民基本台帳
人口（年度末）

人
998

歳出額
Ａ
千円

2,442,960

人件費
Ｂ
千円
430,933

人件費率
B/A
％
17.6

区分
天龍村
長野県
国

平均年齢
40.6
45.0
42.1

平均給料月額
292,671
327,900
323,823

平均給与月額
315,940
395,182
－

◎職員の初任給の状況
区分
一般
行政職

学歴
大学卒
高校卒

天龍村（県・国と同じ）
196,200 円
166,600 円

区分
標準的な
職務内容
職員数
構成比

１級
主事補
主事
11人
27.5%

２級

主任

4人
10.0%

３級
主査
係長
13人
32.5%

４級

課長補佐

3人
7.5%

５級

課長

5人
12.5%

６級

4人
10.0%

計

40人
100%

困難な業務を
分掌する村長
が定める課長

◎長野県市町村職員互助会
（令和6年度支出の状況）会員数46人

区分
職員掛金（個人負担分）
負担金（公費負担金）

支出金
648 千円
400 千円

説明
年20日間、繰り越しは最大で20日間
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関
の事故など特別な理由で勤務しないこ
とが相当と認められる期間

父母、子、配偶者の父母などが負傷、
病気のときや老齢で日常生活に支障が
ある人を介護するとき、連続する6月の
期間内において必要と認められる期間

負傷または病気で、勤務しないことが認
められる期間

職員団体の業務に従事するため、勤務し
ないことが相当であると認められる期間

総付与
日数
1,577

総使用
日数
573

全期間対象
職員数
42

１人当たり
平均使用日数

13.7

１週間の
勤務時間

38時間45分

始業

8：30

終業

17：15

休憩時間
12：00 ～
13：00

週休日

土・日曜日

勤務時間の割り振り

区分

期末・
勤勉手当

退職手当

勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 35 年

最高限度

1.70
1.75
3.45
1.70
1.75
3.45

237,000
163,000
144,000

600,000
530,000
469,000

村長
副村長
教育長
議長
副議長
議員

◎職員給与費の状況
（令和 7年度一般会計の当初予算）

（注）１．職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当など。
　　２．退職手当は含まれていません。
　　３．定員の状況〔部門別職員数〕とは一致しません。

職員数

44
給料
168,437

職員手当
83,435

計
251,872

一人当たり
（千円）
5,724

給与費（千円）
『
糖
尿
病
と
腎
臓
病
の
関
係
』

①
糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
が
十
分
に
働
か

な
い
た
め
に
、
血
液
中
を
流
れ

る
ブ
ド
ウ
糖
（
血
糖
）
が
増
え

て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
膵
臓
か
ら

分
泌
さ
れ
、
血
糖
を
一
定
の
範

囲
に
お
さ
め
る
役
割
を
担
い
ま

す
。
血
糖
値
（
血
糖
の
濃
度
）

が
何
年
間
も
高
い
状
態
が
続
く

と
、
血
管
の
内
側
の
壁
が
傷
つ

き
、
臓
器
が
障
害
さ
れ
ま
す
。

将
来
的
に
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
・

腎
不
全
・
失
明
（
網
膜
症
）・

足
の
切
断
（
壊
疽
）
と
い
う
よ

う
な
重
い
病
気
（
糖
尿
病
の
慢

性
合
併
症
）
の
発
症
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
腎
症
（
腎
臓
病
）

　「
糖
尿
病
腎
症
」
と
呼
ば
れ
、

高
血
糖
が
原
因
で
腎
臓
の
細
い

血
管
が
傷
み
、
腎
臓
の
機
能
が

低
下
し
て
起
こ
り
ま
す
。

　
腎
臓
に
は
、
血
液
中
の
老
廃

物
や
余
分
な
水
分
を
ろ
過
し
て
、

尿
と
し
て
体
外
に
排
泄
す
る
機

能
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
機
能

が
衰
え
る
と
、
身
体
が
む
く
み
、

気
分
が
悪
く
な
り
、
尿
毒
症
と

い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。
腎
臓

の
機
能
低
下
が
進
行
す
る
と
慢

性
腎
不
全
と
な
り
、
末
期
腎
不

全
に
至
る
と
腎
臓
で
尿
を
作
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
腎
臓
の
機
能
を
人
工
的

に
代
行
す
る
「
透
析
療
法
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
２
０
１
８

年
末
の
時
点
で
国
内
の
透
析
患

者
の
原
因
疾
患
は
糖
尿
病
腎
症

が
最
も
多
い
状
況
で
す
。
日
本

は
、
糖
尿
病
腎
症
の
重
症
化
予

防
に
よ
り
透
析
患
者
を
増
や
さ

な
い
よ
う
、
関
係
機
関
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
糖
尿
病
腎
症
は
無
症
状
で

進
行
す
る
た
め
、
定
期
的
に

尿
検
査
や
血
液
検
査
を
行
い

ま
す
。
糖
尿
病
そ
の
も
の
が
悪

化
し
な
い
よ
う
に
血
糖
値
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
ま
た
高
血
圧
が
原
因
で
腎

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

症
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
血
圧
を
適
正
に
保
つ
こ
と

（
降
圧
剤
の
服
薬
）
も
必
要
で

す
。
糖
尿
病
は
、
食
事
に
含
ま

れ
る
糖
分
を
上
手
に
消
費
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
病
気
な
の
で
、

糖
尿
病
薬
に
よ
る
薬
物
療
法
の

ほ
か
、
食
事
療
法
に
よ
る
血
糖

管
理
が
重
要
で
す
。
主
治
医
や

管
理
栄
養
士
と
相
談
し
、
腎
機

能
を
守
る
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

適
度
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
も

有
効
で
す
が
、
腎
症
の
程
度
に

よ
り
運
動
強
度
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
主
治
医
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

④
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
場

合
は
早
期
に
治
療
を
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
、
自
己
判
断
で

治
療
を
中
断
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
同
時
に
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
血
糖
・
血
中
脂
質
・
血
圧

を
良
好
に
保
つ
こ
と
、
適
正
体

重
の
維
持
、
禁
煙
な
ど
を
心
が

け
、
糖
尿
病
腎
症
の
よ
う
な
合

併
症
の
進
行
を
で
き
る
だ
け
遅

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
村
内
外
の
62
名
か
ら
回
答

い
た
だ
き
、
世
帯
向
け
住
宅
は
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
程
度
や
高
断
熱
や
エ
ア
コ

ン
付
き
な
ど
多
く
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
参
考
に
、
今
後
の
村
営
住
宅

の
建
設
や
管
理
運
営
に
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
確
認
い

た
だ
く
か
役
場
建

設
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
営
住
宅
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
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広
報
天
龍
第
２
２
４
号

（
７
月
号
）
で
公
表
後
、
７

月
31
日
現
在
で
次
の
み
な
さ

ん
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
ご
希
望
の
方
の
み
、

氏
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。）

●
森
正
広
和
様
●
石
原
一
夫
様

●
黒
田
直
人
様
●
野
津
太
一
様

●
五
月
女
千
恵
子
様

●
関
浦
健
二
様
●
二
見
晋
一
様

●
清
水
優
美
様
●
平
田
好
実
様

●
近
藤
宏
壮
様
●
酒
井
　
正
様

　
今
回
は
69
名
の
方
か
ら
寄

　令和６年度に譲与された森林環境譲与税は、森林経営管理制度の意向調査事前準備（森林調査）や村有林
整備事業などに全額を活用しました。
（歳入）森林環境譲与税 30,256千円
（歳出）森林環境譲与税を充てている経費の合計 31,873千円

　平成26年４月１日より消費税率が8％、令和元年10月１日から10％へ引き上げによる、地方消費税交付金（社
会保障財源分）が交付されており、社会保障施策に要する経費に充てることとされています。
（歳入）地方消費税交付金（社会保障財源化分）の総額 17,158千円 
（歳出）地方消費税交付金を充てている社会保障施策に要する経費の合計 63,185千円

　入湯税は、鉱泉浴場における入湯に対し入湯客に課税される地方税で、観光振興の事業に充てられています。
（歳入）入湯税の総額 4,097千円　（歳出）観光費 12,869千円

区　分 事業名 令和６年度 決算額 決算額のうち、入湯税

観光施設の整備 観　　　　　　光　　　　　　施　　　　　　設　　　　　　修　　　　　　繕 5,817 1,901
観　　　　光　　　　施　　　　設　　　　改　　　　修　　　　工　　　　事 5,302 1,596

観　光　振　興 天　　龍　　村　　観　　光　　協　　会　　補　　助　　金 1,250 450
おきよめ観光協議会補助金 500 150

合　計 12,869 4,097

事業名 令和６年度 決算額 決算額のうち、地方消費税交付金（社会保障財源化分）

社会福祉
社会福祉事業 3,259 2,000
老人福祉事業 57,910 13,658
児童福祉事業 1,199 800

保健衛生 疾病予防事業 817 700
合　計 63,185 17,158

項　目 令和６年度 決算額 決算額のうち、森林環境譲与税
森 林 経 営 管 理 制 度 推 進 事 業 5,082 5,082
村 有 林 整 備 事 業 3,526 3,526
景観整備事業（羽衣崎橋から平岡ダム景観伐採事業） 23,265 21,648

合　計 31,873 30,256

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
な
ど
か
ら
も
お

申
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か

ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役

場
窓
口
で
も
承
り
ま
す
。

令和６年度 一般会計の地方消費税交付金（社会保障財源化分）充当状況令和６年度 一般会計の地方消費税交付金（社会保障財源化分）充当状況

令和６年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況令和６年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

令和６年度 一般会計の入湯税の充当状況令和６年度 一般会計の入湯税の充当状況
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　市町村財政の早期健全化や公営企業の経営の健全化などを目的に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
が公布されたことで、すべての都道府県や市町村は「財政健全化判断比率」や「資金不足比率」を算定し、監査
委員の審査に付したうえで、議会に報告し、公表しなければならないこととされています。

　地方公共団体の全ての会計の収支の状況、借入金の償還負担の大きさ、将来負担しなければならない経費の
大きさなどを５つの指標（健全化判断比率等）で算定し、その団体の財政状況に関する情報を広く開示するこ
とを目的としています。

（※１）　　市町村ごとに算定する４つの指標と市町村や一部事務組合が経営する上下水道、病院、観光施設などといった公営
企業会計ごとに算定する１つの指標に大別されます。

　　　　　また、５つの指標のうちいずれか１つでも一定の基準以上（※２）となった場合は、財政健全化計画などを定めて早期
の健全化に取り組まなければなりません。

（※２）　　一定の基準以上とは：実質赤字比率15％以上、連結実質赤字比率20％以上、実質公債費比率25％以上、将来負担比
率350％以上

村の一般会計における赤字の程度を示す指
標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する赤字の割合を示す指標です。
村の全ての会計の黒字と赤字を合算し、赤
字額が黒字額を上回る場合にその程度を示
す指標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する、家族全員の赤字の割合を示す
指標です。
村の一般会計などが負担する公債費及びこ
れに準ずる経費の大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、１年間に支払った借入
金返済額の世帯主の年間の総収入に対す
る割合を示す指標です。
村が翌年度以降において負担することが確
定している債務及び負担が見込まれる債務
などの大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、借入金など将来支払い
が必要なものの総額の、世帯主の年間の
総収入に対する割合を示す指標です。

公営企業（上下水道）ごとの資金の不足額
の大きさを示す指標
◆家計に例えると、世帯主以外の家族一人
ひとりの年収に対する赤字額の割合を示
す指標です。

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

財政再生基準
（レッドカード）

20%

30%

35%

－

財政再生基準
（レッドカード）

－

早期健全化基準
（イエローカード）

15%

20%

25%

350%

早期健全化基準
（イエローカード）

20%

当村の６年度
決  算  値

赤 字 は
ありません

赤 字 は
ありません

3.1%

将来負担す
べき債務な
どはありま
せん

当村の６年度
決  算  値

資金不足は
ありません

市町村ごとに算定する四つの指標（※１）

公営企業会計ごとに算定する指標（※１）

財政の健全化に関する法律とは

～ 当村の財政健全化判断指標公表 ～
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村
で
は
、
保
健
師
の
充
実

強
化
を
図
る
た
め
、
保
健
師

を
養
成
す
る
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
方
に
対
し
、
修
学
資

金
の
貸
与
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▼
貸
与
資
格
　

•

保
健
師
を
養
成
す
る
学

校
な
ど
に
在
学
中
で
、
保

健
師
免
許
を
受
け
た
後

す
ぐ
に
、
村
で
業
務
に
従

事
す
る
意
志
が
あ
る
こ

と
。

•

身
体
が
健
康
で
、
将
来
成

業
の
見
込
み
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

▼
貸
与
額
　
50
万
円
（
利
息

な
し
）

▼
貸
与
期
間
　
１
年
間
（
学

校
な
ど
で
の
正
規
の
修
業

期
間
内
）

▼
学
校
な
ど
を
卒
業
し
保
健

師
免
許
を
受
け
た
後
す

ぐ
、
村
で
継
続
し
て
２
年

間
保
健
師
の
業
務
に
従
事

し
た
場
合
な
ど
は
、
返
還

免
除
。

　
こ
の
修
学
資
金
の
貸
与
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
手

続
き
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
役
場
健
康
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
県
や
南
信
州
広
域

連
合
に
お
い
て
も
、
看
護
職

員
を
目
指
す
方
を
対
象
と
し

た
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

県
や
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
貸

与
額
な
ど
は
村
の
制
度
と
異

な
り
ま
す
）

健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係

☎
32-

１
０
２
１

○
天
竜
高
校
（
静
岡
県
）

　

７
月
下
旬

天
龍
小
学
校
と
の
交
流
や
十
久

保
南
蛮
の
収
穫
体
験
を
通
し
て
、

地
域
の
暮
ら
し
を
体
験
し
つ
つ
、

平
岡
地
区
で
ス
ポ
ッ
ト
巡

り
を
し
ま
し
た
。 

○
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高

校
（
東
京
都
）

　

８
月
上
旬

向
方
地
区
の
お
潔
め
祭

り
に
携
わ
る
村
民
の
話
を

聞
き
、
地
域
の
歴
史
や
人
と
の
繋

が
り
の
重
要
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
村
長
と
懇
談
す
る
中
で
、

地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、

提
案
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

十久保南蛮の収穫体験

天照皇大神社で歴史学習

学
生
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
入
対
応

学
生
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
入
対
応

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
都
市

農
村
交
流
へ
の
取
り
組
み
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
㈱
ボ

ノ
が
運
営
す
る
我
楽
田
工
房
（
東

京
都
文
京

区
）
が
、
天

龍
村
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　「
天
龍
村

×
東
京
　
食

で
つ
な
が
る

交
流
会
！
」

と
題
し
、
て
い
ざ
な
す
を
中
心
に

村
の
特
産
品
を
通
じ
て
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
諏
訪
市
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
「
あ
ゆ
み
食
堂
」
さ

ん
に
、
て
い
ざ
な
す
を
使
っ
た
ア

レ
ン
ジ
料
理
を
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。
天
龍
村
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、
ま
さ

に
食
を
通
じ
て
都
市
部
と
天
龍
村

が
つ
な
が
り
あ
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

引
き
続
き
交
流
を
通
じ
、
関
係
人

口
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

関
係
人
口
創
出
事
業
実
施

関
係
人
口
創
出
事
業
実
施

天
龍
村
保
健
師
修
学
資
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　貸
与
に
つ
い
て

天
龍
村
保
健
師
修
学
資
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　貸
与
に
つ
い
て

前年差

1,232万円

3,415万円

7,343万円

△5億7,619万円

△7,749万円

前年差

△4,972万円

119万円

△1,477万円

3,830万円

△892万円

5,335万円

△837万円

△7億1,239万円

△486万円

△2,452万円

決算額

4億3,093万円

4億788万円

3億7,487万円

3億9,383万円

8,755万円

決算額

5億3,056万円

4億740万円

1億1,039万円

2億5,172万円

1億5,253万円

2億7,672万円

4,875万円

１億6,602万円

1億3,568万円

3億2,767万円

歳出項目

人件費

物件費

補助費など

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧事業費

公債費

前年比

△2.8

9.1

24.4

△59.4

△47.0

前年比

△8.6

0.3

△11.8

17.9

△5.5

23.9

△14.7

△81.1

△3.5

△7.0

維持補修費
5,713　2.3%

歳　　出

【性質別経費】※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

24億4,296万円

人件費
43,093　17.6%

公債費
32,767
13.4%

積立金
12,193
5.0%

扶助費
10,549　4.3%

繰出金
8,755　3.6%

貸付金
0　0.0%

補助費等
37,487
15.3%

物件費
40,788
16.7%

災害復旧事業費
13,568　5.6%

普通建設事業費
39,383　16.1%

おもな歳出の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給料・手当です。

消耗品や燃料代などの需用費、電話や郵便代などの役務費、備
品購入費、各種委託料です。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体や個人に対する負
担金・補助金・交付金、水道、下水道事業会計への繰出金です。
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担金
です。
一般会計から国保、介護保険及び国保診療所などの特別会計へ
支出されるものです。

おもな歳出の説明

主に村の基本的な行財税政の運営のための経費です。

福祉など住民生活のための経費です。

健康増進や疾病予防、環境保全に関する経費です。

農林業に関する経費です。（景観森林整備委託料の増などに
よる増）

商工業や観光・温泉に関する経費です。

村道整備や住宅などに関する経費です。（村道向方下線改良工事
などによる増）
村の防災・減災対策に関する経費です。（Jアラート自動起動
装置更新工事の減などによる減）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（小中併設校建設工
事の完了などによる減）

道路や林業施設などの災害復旧に関する経費です。

国などから借り入れた村債の返済金です。

村民１人当たりに使われたお金（一般会計）…237万6,420円
※算出に用いた人口：1,028人（令和７年１月１日現在の住民基本台帳登載人口）

（単位：万円）

性　質　別

総務費
53,056
21.7%

民生費
40,740
16.7%

土木費
27,672
11.3%

農林水産業費
25,172　10.3%

災害復旧費
13,568　5.6%

教育費
16,602　6.8%

消防費
4,875　2.0%

商工費
15,253　6.2% 衛生費

11,039　4.5%

議会費
3,546　1.5%

その他
8　0.0%

公債費
32,767
13.4%

（単位：万円）

目　的　別

義務的
経　費
86,409
35.4％

投資的
経　費
52,951
21.7％

その他
経　費
104,936
42.9％

     

遠
山
直
代
さ
ん
に
よ

る
「
て
い
ざ
な
す
の
」

魅
力
の
説
明
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令
和
８
年
度
か
ら
天
龍
村
の

小
中
学
校
に
留
学
を
希
望
さ
れ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
都
市
部
な
ど

に
在
住
の
方
で
、
天
龍
村
の
自

然
環
境
や
交
流
・
体
験
を
希
望

す
る
親
子
や
、
天
龍
村
に
お
住

ま
い
の
方
の
お
孫
さ
ん
で
村
の

小
中
学
校
に
留
学
を
希
望
さ
れ

る
方
を
対
象
と
し
た
親
子（
孫
）

留
学
制
度
で
す
。

現
在
３
家
族
が
天
龍
村
に
留

学
し
て
い
ま
す
。

留
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
の
学
校
見
学
や
面
談
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
地
域
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
留
学
を
開
始
す
る
時

期
は
調
整
可
能
で
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
も
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募
　

集
　

対
　

象

令
和
８
年
４
月
、
及
び
８
月

入
学

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

☎
32‒

１
０
２
３

　
秋
の
ク
マ
は
、
冬
眠
に
備
え

て
エ
サ
を
探
し
回
り
ま
す
。
　

　
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
山
林
内
に

立
ち
入
る
際
は
、
ク
マ
と
の
偶

発
的
な
遭
遇
を
避
け
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　
ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
よ
う
に

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

▼
早
朝
と
夕
方
に
山
林
に
入
る

こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

▼
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
物
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

▼
周
囲
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
渓
流
な
ど
で
は
、
水
の

音
で
お
互
い
の
存
在
の
気
配

を
感
じ
ず
接
近
し
て
し
ま
い

ま
す
。

◉
も
し
、
ク
マ
と
遭
遇
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
後

ず
さ
り
し
、
そ
の
場
か
ら
離

れ
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
が
襲
っ

て
く
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
う

つ
伏
せ
で
首
の
後
ろ
を
守

り
、
動
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

令
和
８
年
度

天
龍
村
龍
の
子
留
学（
親
子
留
学

孫
留
学
　
）生
を
募
集
し
ま
す

山
林
に
入
る
と
き
は
、ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
10
月
２
日
㈭
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
外
し
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
高
所
作
業
車
で
、

橋
の
巣
箱
の
回
収
や
、
橋
の
欄

干
の
巣
箱
を
回
収
し
ま
し
た
、

そ
の
後
、
学
校
で
巣
箱
の
中
に

何
が
あ
る
の
か
を
確
認
す
る

と
、
中
に
は
、
昆
虫
の
死
が
い

な
ど
興
味
深
い
も
の
が
た
く
さ

ん
み
つ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ

い
た
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
守
る
会

の
み
な
さ
ん
、
板
倉
電
設
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
外
し

○
秘
境
大
学
と
は
…
関
係
人
口

を
創
出
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
天
龍
村
の
フ
ァ
ン
を
増

や
す
取
組
み
で
す
。

【
８
月
30
日
㈯
】「
て
い
ざ
な
す
」

か
ら
農
あ
る
暮
ら
し
を
考
え
る

収
穫
体
験
と
料
理

教
室
を
行
い
ま
し
た
。

農
法
の
違
う
圃
場
の

見
学
や
伝
統
野
菜
を

実
際
に
収
穫
す
る
体

験
が
出
来
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

料
理
教
室
で
は
、
村
民
の
方

が
教
授
と
な
り
、
中
京
や
関
東

か
ら
５
名
が
、参
加
い
た
だ
き
、

交
流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

野
菜
の
甘
み
や
柔
ら
か
さ
な
ど

た
く
さ
ん
の
魅
力
も
伝
わ
る
楽

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

秘
境
大
学
２
０
２
５
開
校

ていざなす収穫体験

ていざなすのキャンプ飯

　令和６年度の一般会計及び特別会計の決算が第３回定例議会において審議され、次のとおり認定され
ました。一般会計では、歳入総額25億3,394万円、歳出総額24億４,296万円、差引収支9,098万円
となり、歳出は前年度より23.0％、7億3,080万円の減となりました。
（四捨五入により、グラフや表内の数値の合計が一致しない場合があります）

　村税（2億142万円）
　みなさんから村へ納められた税金の総額です。前年度
に比べ5.3％、1,123万円の減となりました｡

　地方交付税（14億5,115万円）
　すべての市町村で一定水準の行政サービスを受けられ
るように、国に納められた税金を再配分して交付されま
す。前年度に比べ1.6％、2,236万円の増となりました。
天龍村の収入でもっとも大きな比重を占めています。

　国･県支出金（3億4,196万円）
　国や県が交付する補助金や負担金などです｡前年度に
比べ4.3%､1,540万円の減となりました。

　繰入金（2,745万円）
①減債基金から1,250万円（村債の繰上償還）
②ふるさと寄附金基金から695万円（貸与型奨学金「龍蛇
山澤基金」の資金及び龍泉閣設備改修工事の資金等））
③公共施設等総合管理基金から800万円（教員住宅の除
却に係る資金）を一般会計へ繰り入れました。

　村債（1億5,366万円）
　国などから借り入れる村の借金です。前年度に比べ
80.5％、6億3,372万円の減となりました。

・林道虫川新野峠線災害復旧工事……… 9,253万円

・ケーブルテレビ光化による耐災害性強化工事

　　　……………………………………… 3,938万円

・村道向方下線改良工事………………… 2,941万円

・林道向方中河内線改良工事…………… 2,745万円

・景観森林整備委託料…………………… 2,327万円

・児童公園整備事業……………………… 1,952万円

令和６年度 主 要 事 業 特　別　会　計

歳　出

1億6,753万円

3億3,635万円

3,004万円

6,166万円

歳　入

1億7,214万円

3億3,668万円

3,183万円

6,308万円

会　計　名

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

国民健康保険診療所

24億4,296万円
一般会計歳出総額は前年度より23.0％減

令和
６年度
決算

（単位：万円）

歳　　入 25億3,394万円

村　債
15,366　6.1%

地方交付税
145,115　57.3%

村　税
20,142　7.9%

繰入金
2,745　1.1%

使用料及び手数料
5,089　2.0%

その他
9,948　3.9%

諸収入
4,712　1.9%
その他
16,082　6.3%

国・県支出金
34,196　13.5%

■自主財源　19.2％　　4億8,770万円
■依存財源　80.8％　　20億4,624万円
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竹
田
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次

　副
村
長
退
任

教
育
委
員
に

宮
澤
く
る
み
氏
を

　
　
　
　
　

 

再
任

　
９
月
９
日
㈫
に
今
年
で
25
年
目

を
迎
え
る
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
龍
小
学
校
児
童
を

は
じ
め
下
伊
那
南
部
建
設
事
務

所
、
中
部
電
力
、
婦
人
会
の
方
な

ど
ご
参
加
い
た
だ
き
、
村
内
各
所

で
道
路
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
普
段
、
車
な
ど
で
通
る
と
き
は

気
が
付
か
ず
一
見
き
れ
い
に
見
え

ま
す
が
、
歩
い
て
み
る
と
た
く
さ

ん
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
ま
す
。

　
拾
っ
た
ゴ
ミ
は
約
８
㎏
で
、
例

年
よ
り
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
た

ば
こ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
、
プ
ラ

ゴ
ミ
な
ど
を
回
収
す
る
こ
と
が
で

き
、沿
道
が
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
な
い
天
龍
村
が
い
つ
ま
で

も
保
た
れ
る
よ
う
に
改
め
て
一
人

ひ
と
り
が
環
境
美
化
を
心
が
け
て

生
活
し
ま
し
ょ
う
。

猫
の
飼
育
に
は
、
愛
情
と
と

も
に
マ
ナ
ー
も
必
要
で
す
。

屋
外
へ
自
由
に
出
入
り
で
き

る
と
、
ふ
ん
尿
に
よ
る
被
害
や

無
計
画
な
繁
殖
の
原
因
に
繋

が
っ
て
し
ま
い
、
ご
近
所
に
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
猫
は
室
内

で
飼
い
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を

行
う
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

猫
は
本
来
、
広
い
範
囲
を
行

動
す
る
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
外
の
様
子
が
眺
め
ら
れ

る
部
屋
や
高
さ
が
あ
る
落
ち
着

い
け
る
場
所
を
作
る
な
ど
で
、

快
適
に
生
活
が
で
き
ま
す
。

可
愛
い
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、

周
囲
へ
の
配
慮
を
大
切
に
し
、

責
任
あ
る
飼
育
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
村
で
は
猫
の
去
勢
手

術
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
課
環
境
水
道
係

☎
32-

１
０
２
２

　
中
井
侍
地
区
は
、
地
す
べ
り
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
で
あ

り
、
地
区
内
に
は
地
す
べ
り
の
影

響
で
路
盤
沈
下
な
ど
変
状
が
見
ら

れ
ま
す
。
今
回
の
直
轄
地
す
べ
り

対
策
事
業
で
は
、
住
民
の
安
全
を

最
優
先
に
地
す
べ
り
の
発
生
を
抑

制
す
る
た
め
の
一
連
の
工
事
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
７
月
14
日
㈪
に
は
、
中
井
侍
集

会
施
設
に
て
、
地
区
住
民
や
工
事

関
係
者
が
参
加
し
着
工
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
数
年
を
か

け
て
集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
や
排
水
路

設
置
な
ど
の
水
抜
き
対
策
が
行
わ

れ
ま
す
。
工
事
の
進
行
に
伴
い
住

民
の
み
な
さ
ん
に
は
交
通
規
制
な

ど
で
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
副
村
長
の
竹
田
順
次
さ
ん
が
、

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
４

月
に
天
龍
村
役
場
に
就
職
さ
れ
、

商
工
観
光
係
長
、
学
校
教
育
係

長
、
企
画
財
政
係
長
な
ど
を
歴

任
し
、
総
務
課
長
を
経
て
、
平

成
27
年
９
月
か
ら
２
期
６
年
間
、

教
育
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
、

令
和
３
年
10
月
か
ら
副
村
長
に

就
任
さ
れ
、
１
期
４
年
間
、
天

龍
村
の
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
天
龍
村
発
展
の

た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
任
期
満
了

と
な
る
教
育

委
員
の
宮
澤

く
る
み
氏
（
中
央
区
）
に
つ
い

て
、
９
月
議
会
で
同
意
を
得
て

再
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
７
年
10
月
26

日
か
ら
令
和
11
年
10
月
25
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

み
ん
な
で
き
れ
い
に
！

天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦

み
ど
り
の
少
年
団
の

　
　
　
　
　
　稲
刈
り

９
月
22
日
㈪
、
小
学
校
の
み

ど
り
の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち

が
、
学
校
横
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
秋

晴
れ
の
澄
み
渡
る
青
空
と
心
地

よ
い
風
に
包
ま
れ
、
農
業
委
員

の
み
な
さ
ん
や
地
域
の
方
々
の

温
か
い
ご
協
力
の
も
と
、
子
ど

も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
稲

を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

こ
の
田
ん
ぼ
で
育
て
た
お
米

は
、学
校
給
食
で
味
わ
う
ほ
か
、

12
月
に
開
催
予
定
の「
お
や
す
・

し
め
縄
・
餅
つ
き
大
会
」
で
も

使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
自
分

た
ち
で
育
て
、
収
穫
し
た
お
米

は
き
っ
と
美
味
し
い
で
す
ね
！

中
井
侍
地
区
直
轄
地
す
べ
り

対
策
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

プ
リ
　
童
話
大
賞
受
賞
作
品

今
日
に
か
ぎ
っ
て

・
動
物
か
く
れ
ん
ぼ
川
柳
　
い

た
ず
ら
っ
こ
い
る
か
い
な
い

か
・
ク
リ
ス
マ
ス
の
奇
跡

・
夏
至
の
奇
跡

・
お
金
　
時
間
　
幸
せ
　
人
生

を
自
由
に
操
る
最
強
パ
パ
の

教
え

・
ア
ミ
ノ
酸
の
ひ
み
つ

★ 

お 

し 

ら 

せ 

★

　
み
な
さ
ん
が
読
み
た
い
本
、

観
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
リ
ク
エ

ス
ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◇
天
龍
村
図
書
館

　
☎（
32
）
３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
月
末

日

◇
え
ほ
ん

・
よ
み
き
か
せ
の
き
ほ
ん
保
育

園
・
幼
稚
園
・
学
校
で
の
実

践
ガ
イ
ド

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
映
画
ド
ラ
え
も
ん
　
の
び
太

の
絵
世
界
物
語

・
映
画
ド
ラ
え
も
ん
　
の
び
太

の
地
球
交
響
楽

・
映
画
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん

オ
ラ
た
ち
の
恐
竜
日
記

・
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
　
い

ざ
出
航
！
キ
ャ
プ
テ
ン
・

ジ
ョ
ー
ジ

◇
信
濃
毎
日
新
聞
社
出
版
寄
贈
書

・
源
氏
物
語
は
い
か
に
創
ら
れ

た
か
　
伏
流
す
る
紫
式
部
の

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
読
み
解

く
◇
郷
土
寄
贈
書

・
わ
た
し
た
ち
の
阿
智
村
自
然

　
編

・
竜
丘
の
石
造
文
化
財
を
巡
る

◇
寄
贈
書

・
日
産
童
話
と
絵
本
の
グ
ラ
ン

長年お疲れ様でした
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の
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ど
ご
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、
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で
道
路
の
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動
を
行
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普
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車
な
ど
で
通
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と
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は
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が
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一
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に
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す
が
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の
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す
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吸
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や
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道
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ま
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の
な
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村
が
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ま
で

も
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よ
う
に
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と
り
が
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化
を
心
が
け
て

生
活
し
ま
し
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う
。
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の
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に
は
、
愛
情
と
と

も
に
マ
ナ
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も
必
要
で
す
。

屋
外
へ
自
由
に
出
入
り
で
き

る
と
、
ふ
ん
尿
に
よ
る
被
害
や

無
計
画
な
繁
殖
の
原
因
に
繋

が
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て
し
ま
い
、
ご
近
所
に
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惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
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そ
の
た
め
、
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は
室
内

で
飼
い
、
不
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・
去
勢
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術
を

行
う
こ
と
を
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奨
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て
い
ま
す
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猫
は
本
来
、
広
い
範
囲
を
行

動
す
る
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
外
の
様
子
が
眺
め
ら
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る
部
屋
や
高
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が
あ
る
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ち
着
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け
る
場
所
を
作
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な
ど
で
、

快
適
に
生
活
が
で
き
ま
す
。

可
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存
在
だ
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ら
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そ
、
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囲
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の
配
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に
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、

責
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し
ま
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、
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の
去
勢
手

術
に
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し
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ま
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を
も
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て
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退
任
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昭
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に
天
龍
村
役
場
に
就
職
さ
れ
、

商
工
観
光
係
長
、
学
校
教
育
係

長
、
企
画
財
政
係
長
な
ど
を
歴

任
し
、
総
務
課
長
を
経
て
、
平

成
27
年
９
月
か
ら
２
期
６
年
間
、

教
育
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
、

令
和
３
年
10
月
か
ら
副
村
長
に

就
任
さ
れ
、
１
期
４
年
間
、
天

龍
村
の
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
天
龍
村
発
展
の

た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
任
期
満
了

と
な
る
教
育

委
員
の
宮
澤

く
る
み
氏
（
中
央
区
）
に
つ
い

て
、
９
月
議
会
で
同
意
を
得
て

再
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
７
年
10
月
26

日
か
ら
令
和
11
年
10
月
25
日
ま

で
の
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め
縄
・
餅
つ
き
大
会
」
で
も

使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
自
分

た
ち
で
育
て
、
収
穫
し
た
お
米

は
き
っ
と
美
味
し
い
で
す
ね
！

中
井
侍
地
区
直
轄
地
す
べ
り

対
策
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

プ
リ
　
童
話
大
賞
受
賞
作
品

今
日
に
か
ぎ
っ
て

・
動
物
か
く
れ
ん
ぼ
川
柳
　
い

た
ず
ら
っ
こ
い
る
か
い
な
い

か
・
ク
リ
ス
マ
ス
の
奇
跡

・
夏
至
の
奇
跡

・
お
金
　
時
間
　
幸
せ
　
人
生

を
自
由
に
操
る
最
強
パ
パ
の

教
え

・
ア
ミ
ノ
酸
の
ひ
み
つ

★ 

お 

し 

ら 

せ 

★

　
み
な
さ
ん
が
読
み
た
い
本
、

観
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
リ
ク
エ

ス
ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◇
天
龍
村
図
書
館

　
☎（
32
）
３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
月
末

日

◇
え
ほ
ん

・
よ
み
き
か
せ
の
き
ほ
ん
保
育

園
・
幼
稚
園
・
学
校
で
の
実

践
ガ
イ
ド

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
映
画
ド
ラ
え
も
ん
　
の
び
太

の
絵
世
界
物
語

・
映
画
ド
ラ
え
も
ん
　
の
び
太

の
地
球
交
響
楽

・
映
画
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん

オ
ラ
た
ち
の
恐
竜
日
記

・
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
　
い

ざ
出
航
！
キ
ャ
プ
テ
ン
・

ジ
ョ
ー
ジ

◇
信
濃
毎
日
新
聞
社
出
版
寄
贈
書

・
源
氏
物
語
は
い
か
に
創
ら
れ

た
か
　
伏
流
す
る
紫
式
部
の

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
読
み
解

く
◇
郷
土
寄
贈
書

・
わ
た
し
た
ち
の
阿
智
村
自
然

　
編

・
竜
丘
の
石
造
文
化
財
を
巡
る

◇
寄
贈
書

・
日
産
童
話
と
絵
本
の
グ
ラ
ン

長年お疲れ様でした
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私たちの村
－10月１日現在－
人口 978 人

男 472 人 女 506 人
世帯数 580 世帯

2025年10月23日

㉒①

令和７年（2025年）10月23日

大
阪
関
西
万
博

　
　
　
　見
学
会

　
９
月
13
日
㈯
の
早
朝
、
天
龍

小
学
校
児
童
17
名
と
天
龍
中
学

校
生
徒
２
名
を
含
む
27
名
が
、

大
阪
関
西
万
博
見
学
会
に
出
発

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
バ
ス
に
乗
っ
て
の

長
距
離
の
旅
と
な
り
ま
し
た

が
、
引
率
の
大
人
の
指
示
を
よ

く
聞
き
、
節
度
の
あ
る
行
動
を

心
が
け
て
い
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
心
配
さ
れ
た
雨

が
あ
が
り
蒸
し
暑
い
中
、
人
混

み
を
縫
っ
て
の
見
学
と
な
り
ま

し
た
が
、
他
国
の
文
化
や
最
先

端
の
技
術
な
ど
に
触
れ
、
大
き

な
学
び
を
得
ま
し
た
。

　９月17日㈬に「敬老大会」が開催されました。
　米寿を迎えた方が21名、白寿を迎えた方が４名、100歳以上を迎えた方が８名で、式典には
10名の方にご出席いただき、村長から一人ひとりに敬老祝品が手渡されました。
　また、今年度は75歳以上で参加希望者の方も数多くご出席いただき、盛大に開催することが
できました。
敬老の日を迎えられたみなさんおめでとうございます。
　これからも、お元気で生き生きと過ごされることをご祈念いたします。

　
９
月
10
日
㈬
天
龍
村
総
合
体

育
館
施
設
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ー

ン
室
内
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
お
で

か
け
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
・
中
学
生
を
は
じ

め
、
村
民
の
多
く
の
方
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
約
１
時
間

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
の
あ

る
ジ
ブ
リ
作
品
を
演
奏
し
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

みんなで記念撮影

万博楽しかったです

ウ
ィ
ー
ン
室
内
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　お
で
か
け

　
　コ
ン
サ
ー
ト

活脳体操指導師 宮下 泰広氏 講演「一生涯 笑害無し」シニアクラブ金田会長より村長へのお礼の言葉

永嶺村長から記念品を受け取る出席者記念撮影

敬老大会開催
～みなさん、これからもお元気で～

８月15日㈮に天候に恵まれ盛大に第40回ふるさと夏祭りが開催されました。キャンディー
シャワーから始まり、小学生による太鼓演奏、ジャズバンド演奏が行われ、会場は盛り上がり
ました。第40回記念お楽しみ抽選会は豪華景品が勢揃いし、多くの方々のご協力のおかげで無
事に夏祭りを開催することができました。本当にありがとうございました。


